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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前１０時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（齋藤則男君） 議員各位におかれましては、お忙しいところをご参集いただ

き、ここに８日目の議事が開会できますこと、心から厚く御礼を申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力お願い申し上げます。 

 それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 一般質問～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第１、一般質問を行います。 

 会議規則第６１条による通告を受けております。 

 初めに、１５番、川治君の質問を許します。 

 １５番、川治君。 

○１５番（川治孝行君） 川治です。おはようございます。 

 通告に従いまして、１問目に減反廃止後の対策について、２問目に墓地建設に

ついての２問を質問させていただきます。 

 初めに、１問目の減反廃止後の対策について伺いますが、お米は私たち日本人

の大切な主食であります。この主食である米が長い間、生産調整されてきました。

米の値崩れを防ぐための政策ですが、平成３０年４月から減反政策が廃止されま

す。同時に、減反補助金も廃止されることになります。この減反政策の廃止によ

り、日本の米作農業は大きく変わろうとしているかと思います。 

 町内の農業者は、今後の主食米の作付を初め、飼料米や野菜、果樹などについ

て、平成３０年度以降の永平寺町の政策とＪＡ農協の指導に期待をしているもの

と思いますので、今後の指導方針と施策についてお伺いをいたしたいと思います。 

 初めに、米の価格を初め全ての価格は、需要と供給いわゆる需給によって決ま

りますが、米の価格におきましては３年前、２０１４年の大暴落を契機として過

剰作付はやめ、飼料米や加工米への転作を進めてまいりましたが、２８年度以前

と２９年及び３０年度の米の価格変動について伺いたいと思います。よろしくお

願いします。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 
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○農林課長（野﨑俊也君） おはようございます。 

 それでは、私のほうからお答えさせてもらいます。 

 まず、価格変動についてですが、２９年産がまだ仮払いの額しかわかりません

ので、この仮払いの額をそれぞれのＪＡが米を拠出した際の１俵当たりの単価で

比較しますと、まず２６年産が１俵当たり１万３００円です。それから２７年産

が１万１，０００円でございます。それから２８年産が１万１，６００円でござ

います。それから２９年産が１万３，０００円と年々上がっているというふうな

ことでございます。 

 平成３０年産でございますが、これはそのときの全国的な米の需給情勢によっ

て変動しますので、現状においては明確にお示しすることができないということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） それでは次に、米の過剰作付解消を目的に、国や県におき

ましては、毎年、生産調整目標値を掲げて、行政の指導のもとに飼料米や加工米

への転作を行ってきたかと思います。町内の飼料米や加工米及び米の生産調整は

今まで目標を達成してきたのか、伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 町内の転作達成状況については、例年、転作未達成の集

落が数件ございますが、大多数の集落においては転作が守られているということ

で、全体から見れば米の予定生産数量を下回っており減反数量は確保されている

と考えております。 

 ちなみに、２８年産で言いますと、予定数量が３，０４１トンに対しまして実

生産数量が２，９３２トン、１０９トンの余裕がございます。それから２９年産

につきましては３，００８トンの予定数量に対しまして２，９４０トンと、これ

も６８トンの余裕があったということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 次に、質問をいたしますが、主食用米の供給量の減少の中

で、近隣市町では、大手企業が農家と契約し、直接新米買い取りがあると聞きま

す。また、農家が直接販売をしているところもあると聞きますが、永平寺町内で

も農家から直接新米買い取りや販売があるのか否かについて伺いたいと思いま
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す。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） この件について、まずＪＡに確認しましたところ、直販

と呼ばれる米の売買があるということでございました。実際、先ほど言いました

生産数量２，９４０トンに対しまして、主食用米で出しているのは８８３トンと

３０％程度でございます。それから担い手及び生産組織が今４３組織があります

が、そのうちＪＡに拠出しているのが３１組織でございますから、１２組織は直

販ではないかなというふうに考えられます。 

 また、自家消費米とか縁故米もございますので、全ての数量を把握するという

ことはできないということでございました。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） それでは次に、国は戸別所得補償制度による米の生産調整

補助金の廃止や、また生産調整・減反政策の廃止、そして飼料米の数量払い導入

による水田フル活用の推進、助成を初め、農地中間管理機構による農地集積など

の促進を掲げていると思いますが、これは米の生産調整いわゆる減反を廃止し、

米の需要価格を市場経済に任せるということになるかと思いますが、現在の永平

寺町内の現況と情勢について伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 現在、本町の場合は、全体的に見ますと毎年決められた

減反面積は守っておりまして、米価の保持をするためにも、生産調整が廃止され

る来年度以降についても引き続き減反を継続していこうというふうに、県並びに

ＪＡ、町が一体となって推進していく予定でおります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 次に、永平寺町内におきましては農業従事者の高齢化が進

んでおるかと思います。農業に従事する若い農業者は少ない状況にありますが、

後継者がいないことから耕作放棄地の発生が見られ、今後、担い手を育てる、支

える仕組みを強化し、担い手を育成、確保する必要があるかと思いますが、農地

集積は計画に沿った進捗になっているのか否かについて伺います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 農地の集積、集約については、農作業の効率化を図る上



 －30－ 

で重要なことと考えておりますが、集落ごとに策定していただいている人・農地

プランで担い手を中心とした集積を進めているところでございます。 

 ちなみに、２８年度の担い手の集積率は４９．４％となっております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 減反が廃止されると米価は下落するかと思いますが、昨年

は前年より米が高くなっているかと思います。これは飼料米の補助金増額に伴い

米の生産量が少なくなり、飼料米が多くなった影響によるものかと思います。減

反廃止後は米の生産量が多くなることが見込まれるかと思いますが、今後、米価

は高くなるのか、または予想どおり下落するのか否かについて、ちょっとお伺い

したいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） まず、現在、飼料米の補助金が３０年度から増額すると

いうふうな情報は当方のほうでは把握してございません。また、米価につきまし

ては、主食用米の需要量や気象条件などさまざまな影響を受けるので、現段階で

は米価の上下推移についてはお答えしかねますが、今後、国のマンスリーレポー

ト等を参考にしながら、全国の作況状況や国の動向を注視してまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 永平寺町内でも、福井県のブランド米「いちほまれ」を限

定された水田で作付しているかと思いますが、今後、限定された水田で生産され

たブランド米「いちほまれ」は、福井県が誇るブランド米でありながら、福井県

民及び永平寺町民誰もが日常的に食することができない超高級食材となっている

かと思います。誰もが日常的に食べられることによって、町民の誰もが他県に誇

れるブランド米としてＰＲできるんではないかと私は思います。競争力強化が目

的かもしれませんが、町民が食べたことのない米をどうしてＰＲできるのか、甚

だ疑問でもあります。 

 今後、輸入米が多くなることが見込まれますが、日本の主食が輸入頼りでは本

末転倒ではないかと思いますが、これに対しての所見を伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） いちほまれは、２９年産は、試験販売により県全体で作
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付面積が１２０ヘクタールの生産量６００トンということでございましたが、平

成３０年産は、本格生産に向けて生産量は約４，０００トン程度というふうにお

聞きしております。 

 いちほまれにも栽培方法によってさまざまな格付がございますが、エコ栽培で

育てられたいちほまれについては一般的なスーパーでも販売されておりまして、

比較的手軽に手に入れることができると考えております。 

 本町の場合は、このいちほまれはレンゲ農法、要するに特別栽培米を主として

おりまして、ＪＡ永平寺によりますと、しばらくはこのレンゲ米のいちほまれを

拡大していきたいというふうに聞いております。 

 なお、主食用米につきましては、備蓄米を含めまして需給状況が安定しており

まして、今のところ、主食用米の輸入についてはないものというふうに理解して

おります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） １問目の最後に、平成３０年４月から減反廃止になります

が、これはどれだけつくっても構わないが自分で売りなさいということでありま

す。また、主食米以外の農作物に転作すると補助金がもらえる施策となっていま

すが、こうしたことから米農家の廃業や転作によって遊休農地がふえ、限定され

た農家のみが作付できる希少で高価なブランド米だけが生き残ることになるかと

思いますが、減反廃止を控えて、町としての政策、施策について伺いたいと思い

ます。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 生産調整は平成３０年に廃止されますが、麦やソバなど

の転作作物に係る国の交付金については、これまで同様、継続される見込みでご

ざいます。また、町の転作補助金につきましても、ＪＡさんと農家の現状を踏ま

えて、転作条件を充実していくように協議しながら進めてまいりたいというふう

に考えております。 

 また、生産調整率につきましては、今後、県から具体的な数値が示されまして、

その数字をもとに永平寺町の生産調整率をお示しし、米の過剰作付とならないよ

うに、県、ＪＡと連携して指導してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 
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○１５番（川治孝行君） 次に、２問目の墓地建設について伺いたいと思います。 

 永平寺町では、墓地建設につきましては、福井県の埋葬等に関する法律に基づ

き指導しているかと思いますが、町内では墓地建設の手続もなく、個人がおのお

の自由に墓地を建設している状況にありますが、厚労省生活衛生局長名で出され

ている墓地・管理の指針によりますと、墓地に関する指導監督は自治事務である

ことから、適正な墓地管理が行われるよう指導監督の徹底をお願いすると都道府

県知事宛てに出されております。あわせて、市町村に対しても周知徹底をしてい

ただきたいというふうにありますので、町内の墓地に関しての質問をさせていた

だきたいと思います。 

 初めに、お墓を建てるには墓地が必要です。墓地は法律に定められたところに

限られますが、個人の敷地にお墓を建てることは現在認められておりません。ま

た、墓地などの設置、移転につきましては役場への届け出が必要となっています

が、近年及び過去において個人から墓地建設の移転及び設置の申請があったのか

否かについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） まず、近年の個人からの墓地建設でございますが、

合併後、個人からの墓地建設に関する申請はございませんでした。ただし、支援

団体より２件、宗教法人より１件、建設申請の申し出のほうはございました。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 今の答弁に対してちょっとお聞きしたいんですけれども、

今までにそうした建設の申請がなかったと。１件もなかったんですか。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） はい。役場のほうへの申請につきましては、今申

しましたとおり３件のみでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） それに関して、また申しわけないですけど、実を言います

と、自分の近くでも６件ほど建ってます。それも家の近くで建てるということは、

これは手続してあるものと私は思っていたんですけれども、実際ないということ

につきましてはまた今後お伺いさせていただきます。 

 次の質問に移りますが、墓地には永続性、非営利性が求められておりまして、
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墓地は、生活環境との関係から、墓地の設置場所等については墓地埋葬法に従い

配慮が必要かと思いますが、町としての所見を伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 今議員仰せのとおり、墓地の管理につきましては、

墓地、埋葬等に関する法律に基づいて進められているところでございます。また、

法律によりますと許可者は知事となっておりますが、平成２４年より事務移譲と

いうことで市町村のほうに事務移譲されたという経緯がございます。 

 当町といたしましては、今ほど申しました法律及び県の墓地、埋葬等に関する

法律施行条例に定めるところにより許可申請処理等を行っていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 墓地は、公共の利益との調整が必要であります。土地の所

有権や利用権を有するからといって、誰でも自由に設置できる性格のものではな

いかと思います。住民の宗教的感情に適合し、かつ公衆衛生その他、公共の福祉

から支障がないことが大切であるかと思います。 

 町内の墓地設置状況を見聞するに、守られていないのが現状であるかと思いま

すが、町としての所見を伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 今ほど申しましたように、近年、個人よりの墓地

の申請はない状況でございます。また、法律施行が昭和２３年ということで、そ

れ以前の建設につきましては、法律条項に適用しなくても、それを認めるような

形がとられております。 

 また、墓地の建設できる法人といたしましては、県の条例によりますと、地方

公共団体、公益社団法人、公益財団法人、宗教法人、地縁団体というふうに条例

第２条で定められております。 

 また、設置箇所の条件につきましても、同じく第３条によりまして、学校、病

院、人家から１００メートル以上の距離、高層な場所、湿潤な場所を避ける、河

川、飲料水が汚染されるおそれがない場所というふうに定義されておりますので、

当町といたしましても、県の条例に基づいて申請等管理のほうをしていきたいと

考えております。 

 以上です。 
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○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 墓地は、永続性や公益性の確保をする観点からも、原則と

して個人墓地は、先ほども課長が言うとおり認められておりません。こうしたこ

とから、墓地の建設は計画段階において、許可権者いわゆる役場との協議が必要

かと思いますが、過去数年来の墓地建設において協議があったか否か聞きたいん

ですが、先ほどありませんという答弁がありましたので、これに関してはこれで

終わります。 

 次に、墓地、埋葬等に関する法律では、原則として個人墓地は認められており

ませんが、近年、林野または農地に墓地の建設を計画しているとお聞きしており

ます。林野におきましては林野・林地開発の届け出、また農地に関しては農地転

用が必要かと思います。個人が数人を募集し墓地の建設を履行しようとした場合

の町の指導と対応について伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 先ほども申しましたとおり、墓地、埋葬等に関す

る法律施行条例第２条によりまして、個人の墓地建設はできないこととなってお

ります。 

 ただし、地縁団体、宗教法人等からの申請等がございましたら、例えば農振地

域であれば農地転用が必要、また山林であれば計画等の申請手続・書類等が必要

ということで、そういう申請がございましたら、町といたしましてもいろいろ協

議、相談に応じるような形をとっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 墓地の設置場所につきましては、周辺の生活環境との調和

が配慮されていることや、関連する法的な規制に対しての許可証明書などが必要

かと思います。 

 永平寺町では、墓地建設に当たっての設置場所及び構造設備に関する規制があ

るのか否かについて伺います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 先ほども申しましたとおり、墓地建設に当たって

の場所につきましては、大きく３つの制約がございます。 

 ただし、ただし書ということで、今議員仰せのとおり、土地の状況等を勘案し

公共の福祉の見地から支障がないと認められたときはこの限りでないというただ
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し文がございます。一つの例を挙げますと、学校、民家より１００メートル以内

のところに建設もしくは増設する場合におきましても、公共の福祉の見地から考

えまして、該当する住民の全員の同意書、加えて関係する区の同意書があれば可

能というふうな形で、この３点のほか、ただし書の部分につきましてもいろいろ

協議、ご相談のほうに応じていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 課長の答弁聞いてますと、次の質問することを先に答弁さ

れてますので非常にやりにくいんですけど、それには構わず質問させていただき

ます。 

 福井市や坂井市の近隣行政区では、行政自治事務移譲に基づきまして条例を制

定し業務を行っているかと思います。 

 墓地は、公的施設である道路や学校、公園、病院、また人家などからの距離な

どが詳細に定められております。また、公的施設の管理者や隣接家屋及び地区・

地縁団体などの同意書が条例で定められておりますが、永平寺町におきましては、

新規の墓地建設に当たって、近隣住民及び区民への説明と承認、また公共施設で

ある学校や店舗、道路、河川などについての規制は条例化されているのかいない

のかについて伺います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 今ほど議員仰せのとおり、９市におきましては、

条例というよりも法律の細則という形での定義がなされております。 

 当町におきましては、事務移譲に基づきまして事務を進めておる関係上、該当

の条例はなく、県の条例を適用した形で進めております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 現在、町内におきまして、個人が自由に、隣接者及び区民

の承認もなく、自分の所有地または墓地建設希望者の所有地に共同墓地の建設の

動きがあります。今後の政策と指導と対応について伺いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 確かに今議員仰せのとおり、墓地の建設につきま

しては個人ができないとか細かい法律がございますが、実際問題、それが周知さ

れてないというのは事実かと思います。これにつきましては、行政のほうの周知



 －36－ 

がまだ不十分だったというふうな反省をしております。 

 今後におきましては、ホームページ、広報等に周知するとともに、違反した建

設につきましては、法律第２１条によりまして罰則規定もございますので、それ

もあわせまして町民の方に広く周知するような形を進めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 永平寺町では、町内全域が準都市計画区域に指定され、宅

地造成を初め建物などに規制がかけられているかと思います。これは自然環境や

景観などを考えてのことと思いますが、墓地の建設に当たっては特別な指導もし

ていないように見受けられます。 

 今後、新たなる墓地建設に当たって規制が必要かと思いますが、環境保全と民

生安定を図るためにも条例化を考えているのか否かについて伺います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ５０年前、永平寺町で亡くなられてる方約１９０名、ことし、

２８年度が２２０名弱、そしていよいよ２９年度から、ずっと大体二百五、六十

人の方が亡くなるという推計が出ておりまして、これから墓の需要というのは、

一つのこの少子・高齢化の時代の中でこれから墓の需要が伸びてくるというのも

想定していかなければいけないと思います。 

 その中で、やはりこの法律、県の条例等にのっとってしっかりと法令遵守して

いただく、また役場からも指導していく、そういったことで条例か規則か、そう

いったのはあれですが、しっかりと想定しながら、シミュレーションしながら進

めていきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 川治君。 

○１５番（川治孝行君） 最後に、お願い事ですが、現在申請されてなくて個人の地

面に自由に建てているところがあると思いますが、これもやはり役場として把握

するべきでないかと。それを法的にどうのこうのと言ってるわけでないです。な

ぜなら、やはりそういうところがあるということをわかっていることによって、

次に適切な指導ができるというふうに思いますので、今後、そうした要望あるい

はまた申請があった場合に適正な指導監督をお願いしまして、質問を終わらせて

いただきます。 

 ありがとうございました。 
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○議長（齋藤則男君） 次に、１６番、長岡君の質問を許します。 

 １６番、長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） １６番、長岡千惠子です。 

 今回も、前回に引き続きまして２番目に質問をさせていただくことになりまし

た。２番目というのは、１番目の方が終わってるんで非常に気持ち的には楽なん

ですけど、それでもやっぱり顔がこう、きーっと引きつってる自分が非常に寂し

いなというふうに思っておりますけれども。 

 また、今回におきましては２つの質問を通告させていただきました。 

 まず１つ目は、町内のＡＥＤの設置個数と設置場所で安心、安全が確保できる

のかということですけれども。来年、国体を開催するまでもう１年を切ってしま

い、県では運営ボランティアの研修も１０月から始まっています。私も１０月１

５日に、永平寺町のふれあいセンターで開催されました研修に参加させていただ

きました。その研修の中にＡＥＤの救命救急の研修がありました。これは消防長

もご存じだと思います。永平寺の消防からもお見えになってましたのでご存じの

ことだと思います。そこで、以前に同僚議員からもＡＥＤについての質問があり

ましたので、確認の意味を含めまして今回質問させていただきたいと思います。

また、２つ目は、町立診療所の進捗状況についてお伺いしますということで、２

つの質問を上げさせていただきました。 

 まず、１つ目の町内のＡＥＤの設置個数と設置場所で安心、安全が確保できる

のかから始めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 町内に設置されているＡＥＤの数は６８個で、そのうち、福井県立大学内に１

個、それから福井大学医学部に２２個設置されており、残りの４５個が町内に設

置されているという研修での説明がございました。この数字に間違いはございま

せんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 永平寺町内公共施設のＡＥＤの設置数につきましては、町

の広報紙やホームページなどで掲載させていただいておりますが、全ての幼児園、

小学校、中学校、福祉施設とその他公共施設等、消防署の貸し出しを入れまして

４３機。そのほかに、永平寺温泉「禅の里」、道の駅「禅の里」、えい坊館、そ

して福井県立大学が各１機ずつ、そして福井大学附属病院が２２機と、永平寺町

内の２地区、松岡春日３丁目、そして谷口区が自主防災組織等補助金の５０％を

活用して２機整備していただいておりまして、合計しますと５０施設７１機でご
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ざいます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） ありがとうございます。 

 減ってたらどうしようかと思ったんですけれども、ふえてましたので、ああよ

かったなというふうに思ったんですけれども。それにしましても、町内にある数

といいますと、県立大学と、それから福井大学医学部の２２個を引きますと、消

防にある持ち出し分も含めて４８個ということになります。本町には集落が８９

集落ありますので、ＡＥＤの数が４８では、単純計算でいきますと２集落に１個

の配置というふうなことになると思います。 

 ＡＥＤというのは頻繁に使用されるものではないということは私も承知してお

ります。できれば利用されないほうがいいに決まってるというのも十分わかって

おりますが、必要なときというのは一分一秒を争うときではないかと思います。

これは命にかかわることですので、私が申し上げるまでもなく、皆さんそういう

ふうに周知されていることだろうとは思います。 

 町内の集落の半分にしか、集落数の半分にしか配置されていないことについて、

消防長のご見解をお伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） ＡＥＤの必要性につきましては、私も救急救命士ですので

十分理解しております。 

 心臓が突然とまる原因は多くあります。その中の一つ、心臓がぶるぶると細か

く震える心室細動が原因になることがあります。この心室細動の場合だけに、Ａ

ＥＤでできるだけ早く電気ショックを与え、心臓の震えを取り除くことが最も重

要だと言われております。ＡＥＤはこの震えだけをとめる機械でございますので、

この後、とまった心臓につきましては、一般住民の方が、近くにおられる方が心

臓マッサージで回復させなければいけません。 

 では、ＡＥＤがなかった場合はといいますと、良質なしっかりとした心肺蘇生

法、心臓マッサージを行っていただくことで、この心臓の震えを延長させておく

ことができると言われております。 

 現在、救急車が到着するまで、永平寺町は、昨年の４月に高機能指令センター

の開設で、全国平均約８．６分間より短い６．３分間でございました。この間、

住民の方々に良質な心肺蘇生法、心臓マッサージを実施していただき、救急隊員
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に引き継ぎ、救急隊員によって電気ショックを実施することが最良と考えており

ます。 

 また、町内の集落の配置につきましては、配置場所、高額な機械ですので盗難

防止などの管理、保守点検などを考えますと、課題は多くあると思います。しか

し、本町といたしましては、今後、地区でのＡＥＤ設置並びにＡＥＤの購入に際

しましては、先ほど申しましたとおり、各地区で整備していただいている自主防

災組織等補助金５０％の補助を活用して整備していただきたいと考えておりま

す。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 消防長のお考えはよくわかりました。 

 ですけれども、先ほどの答弁の中にもありましたように、ＡＥＤの設置場所に

ついても、学校とか役場とか、あるいはその他もろもろの公共施設の中にあると

いうことをおっしゃっていました。 

 ここで一つお伺いしたいんですけど、公共施設以外では設置されているところ

というのはあるんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 先ほどの設置場所のほかには、福井県ＡＥＤ普及啓発推進

協議会や一般財団法人日本救急医療財団が、町内の事業所でＡＥＤの設置を公表

してもよいと登録されている事業所をホームページで公開しております。それに

よりますと、病院で、医院で２施設、民間の福祉施設２施設、民間の事業所６事

業所、合計しますと５５施設８０機となっておりますが、しかし消防署のほうで

把握しております、公表を希望しない施設等がありまして、それを入れますと永

平寺町内７７施設１１０機となっております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 私の知らないところにたくさんのＡＥＤが配置されてい

るということはよくわかりました。よくわかったんですが、公共施設や人の集ま

るところに設置することは、もちろん十分大切なことだとは思っております。数

に限りがあるということも承知しておりますが、その中で、１年３６５日２４時

間体制でＡＥＤが運び出せるところということになってくると、ほとんどないの

ではないかなと、今おっしゃった答弁の中からは私は感じたわけなんです。 

 以前に、同僚議員からコンビニに設置してはどうかという提案があったことを
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私は記憶してるんですけど、消防長も多分記憶されているだろうと思いますし、

心当たりがあると思うんですけれども、ＡＥＤが必要なとき、公共施設が開館し

てＡＥＤが使える状態にあるとは限らないと思います。むしろ、病気が発症する

ときというのは、時間はもちろん選ばないですから、早朝であったりとか深夜で

あったりとかという可能性のほうが高いように思います。 

 そういうところに置いて、もちろん救急車を呼ぶことは一番大切ですし、救命

士の方に処置してもらうこと、これが一番いいのかもわかりませんけれども、や

はりその心臓マッサージをするにしても、我々素人には心臓が細動してるかどう

かなんて見た目にわかりませんので、その機械を取りつけて、この機械の指示に

従ってスイッチを押してくださいと言われないと、それが効果的かどうかを見た

目で判断することがまずできないんですよね。 

 となってくると、やはり今の設置場所で効果的かなということについてお伺い

したいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 議員仰せのとおり、町では公共施設のほうで設置しており

ます。それについて十分かと言われますと、このＡＥＤの適正の配置に関するガ

イドラインというものがございまして、それによりますと、ＡＥＤの効果的、効

率的設置に当たって考慮すべき、多くの人々が集まる場所や公共施設には必要と

されております。 

 一応そういうことを観点としまして私たちはＡＥＤを設置しておりますけれど

も、このような観点から、議員の仰せのとおり、ＡＥＤの設置場所については、

本町としましては、各地区でＡＥＤを購入する場合には自主防災組織の助成金５

０％で対応をお願いしたいかなと考えております。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 私が思うのは、今も申し上げましたように、町民の誰も

が、いつでも使えるような状況にあることが大切だと思うんです。 

 ということになってきますと、ＡＥＤの設置場所というのは、例えば、例えば

ですよ、消火栓の近くに消火ホースが設置されてますよね。赤い箱。あれ何てい

うんか知りませんけど、「消火ホース格納箱」って書いてあったと思いますけど。

ですよね。例えばＡＥＤが公共施設の中にあって、しかも、あるところに鍵がか

かって中に設置されてますよね。そんなだったら、例えば役場までとりにきて、

役場はあいてましたけれども、鍵がかかっているためにＡＥＤが取り出せないと
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いうんでは、消火栓があっても消火ホースがないのと同じだというふうにはお考

えになりませんか。あっても飾りでしかないということにもなってしまう。使え

て初めて、そのＡＥＤ、高いお金を出してＡＥＤを設置する値打ちというのが出

てくるのではないかなというふうに思うんです。 

 もっと、確かに盗難に遭ったりとかいたずらされたりということは十分に考え

られますので、その辺は考えないといけないのはよくわかりますけれども、その

設置場所及び保管の方法というのについてはもうちょっと考える必要があるので

はないかというふうに思いますので、その件について、町長並びに消防長のご所

見をお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、ＡＥＤにつきましては、人が集まる場所に設置してあ

ります。本当に理想は、一家に１台ＡＥＤがあるのが理想だと思います。ただ、

今、永平寺町では普通救命講習、また防災士の資格のときにもまたこういったＡ

ＥＤの資格がないと取れないということで、多くの方に普通救命士の資格を取っ

ていただいて、心臓マッサージとかＡＥＤの使い方とかというのを勉強していた

だいてます。 

 今、消防長からもありました、消防に電話をしますと救急車が約６分半で到着

します。その間、例えば家からＡＥＤをどこかにとりにいって帰ってきてつける

までにどれぐらいの範囲が、６分以内、二、三分の場所にあると一番効果的だと

思いますが、なかなかそれも厳しいところもあると思います。やはり普通救命講

習を一人でも多くの方に取っていただいて、慌てずに、そういった場合、心臓マ

ッサージをして救急車に来てもらうのを待つというのも一つですし、もう一つは、

ＡＥＤの貸し出しもしておりますので、例えば区のイベントであったり、そうい

った人がいっぱい集まるときにはＡＥＤを貸し出しをしてますので、借りていた

だいてもいいなと思いますし、また、谷口区、春日３丁目区のように、ＡＥＤを

自主防災の補助金を利用して導入している区も出てきております。やはりしっか

り啓発もしながら、区の皆さんで、じゃ、どこに設置をしたらいいかというのを

考えていただければ、なおいいかなとも思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 先ほどの答弁でも、今町長も答弁されましたけれども、消

防長としましては、とりにいくよりも消防署に早く通報していただいて、そして
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除細動、救急隊による電気ショックが全てとは言いませんけれども、それが一番

いい今の永平寺町の流れでないかなと考えております。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 実際に私も何回かＡＥＤの講習を受けました。今、この

場でとっさに誰かがそうなった場合に、じゃ、それを使えるかといったら非常に

自信ないです。何回受けても何回受けても、そのときはしっかり覚えたつもりな

んですけれども、１カ月、２カ月たつとどこか頭のずっと隅っこのほうに行って

しまって、これで本当に大丈夫かな、人の命がかかってると思ったら、かなり大

変な緊張だろうと思うし、精神的な不安というのは大きいだろうと思うので、な

かなか町民の皆さんが全員使えるようには、これ一番の理想なんですけど、それ

はあくまでも理想論というのは自分で言いながらよくわかってるんですけれど

も。 

 高齢化がだんだん進むということになってきますと、やはりお年を召せばその

可能性というのが若い方より、でも心臓が急にとまるというのは若い方でもある

んですけれども、可能性としては、やはり若い方よりも高齢者の方のほうが可能

性が高いと思います。高齢者、特に団塊の世代の方がだんだん高齢化が進んでい

く中では、やはりみんなで助け合っていくというのも絶対必要なことだというふ

うに思いますので。 

 救急車だって常時消防署にいるとは限らない状況になるという場合もあるんで

はないかなというふうに思うので、そこら辺は、地域包括支援ではないんですけ

ど、みんなで協力できるところはできるというところから考えますと、私の家か

ら一番近いところでは役場だと思います、あるのは。それでも歩いてくると５分

かかります。車で来れば１分ちょっとで来ます。ここへ来て、「わあ、鍵、鍵、

鍵、鍵」と言いながら持って帰っても、多分５分以上かかると思います。救急車

のほうが早いというふうには、おっしゃることはよくわかります。そういう状態

が皆さんの中にあるというのはよくわかるんですけれども、やはり私としまして

は、町民の皆さんが一人でも多くＡＥＤを使えるように、何回も何回も繰り返し

て講習を受けることによって徐々にそれが身につくものかなというふうにも思い

ますし、そういう講習会というのは随時やっていただければというふうにも思い

ますけど、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（朝日光彦君） 平成２９年中、本日までに実施した救急講習は、永平寺町
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内の中学生１年生対象、そして福井県下トップの防災士数であります。その中の

受験資格であります普通救命講習会を含めまして、本日までに６０回実施してお

ります。約２，７００名が受講されております。なお、普通救命講習の有資格者

は、永平寺町の住民３，３８４名となっており、約１８％、５人に１人が有資格

者という状態で、これは県下でもトップクラスでございます。 

 講習内容につきましては、９月９日の「救急の日」の行事として、永平寺北地

区自主防災組織の連絡協議会の訓練とあわせまして、福井大学の地（知）の拠点

整備事業の一環で、福井大学の救急部の教授による家庭の応急手当てに関する講

習や、大学生の寸劇でわかりやすい応急手当ての講習のイベントを実施いたしま

した。このときの訓練の参加者の感想の中で、「楽しく大変わかりやすく、大事

なことでもあり、今後もこのようなイベントを続けていってほしい」という要望

がございました。 

 消防署といたしましては、今後も、わかりやすく住民の皆さんに参加しやすい

救急講習会を企画、開催して、救命率の向上に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） ありがとうございました。 

 講習会については今後もどんどんと回数ふやしていただきまして、１人が１年

に１回ではなくて、３カ月に１回ぐらい受けるとちょっとは覚えていられるかな

というふうに私は思いますので、とりあえず実施訓練が、体に覚え込ませること

が一番大切なのかなというふうにも思いますし、頭ではわかってても気持ちが動

転すると頭の動きには体はついてこないというのが実態だろうと思います。 

 多分、私は一生懸命訓練を受けても、実際にと考えるとなかなかできないだろ

うなというふうに、それがまして自分の家族であったりとか知り合いであったり

とかということになったら、その人のことを、その人の命というのを考えると、

やっぱり一歩も二歩も後ろに下がってしまうのではないかなと。それを克服する

ためには講習も必要ですし、それと身近なところにＡＥＤがあればという、後に

なって後悔することのないようなやり方、それから誰かにちょっと連絡すればす

ぐに使えるようなところに設置していただくというのも必要なことだというふう

に思いますので、今後そういうふうな方向で考えていただければ、もっともっと

地域での協力というのができてくるのではないかなというふうに思いますので、
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よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。 

（午前１０時５５分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時０５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） それでは、引き続きまして、２つ目の質問に移らせてい

ただきたいと思います。 

 ２つ目の質問は、町立診療所の進捗状況はについて質問させていただきたいと

思います。この１２月の定例議会におきまして、補正予算で町立診療所の調査費

が計上されていました。以前から町立診療所については聞こえてくることもあり

ましたけれども、今回、調査費が計上されたということを踏まえてお伺いしたい

と思います。 

 まず、町立診療所を開設しようという目的についてお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） お答えします。 

 一口で申し上げますと、在宅医療提供体制の確保、それから受療の適正化とい

うことを目的としております。と申し上げますのも、永平寺町の高齢者施策の目

標といいますか目的なんですが、地域包括ケアシステムの構築でありまして、高

齢化のピークを迎える２０２５年を見据えて充実を図っていく必要があると考え

ております。このシステムの根幹と申しますのは医療と介護が連携したサービス

でありまして、今後飛躍的に増大するニーズに対応するために提供体制を整える

ような施策を現在、国、それから県、それから全国の自治体も医療構想の策定な

どさまざまな取り組みを行っているところです。 

 本町の医療サービスについて、特に外来診療につきましては、町内の先生方、

それから近隣の先生方も大きな力をいただいておりますが、現状として福井大学

附属病院に大きく依存しているという状況になっております。これらは保険医療

費の高騰でありますとか、大学にしてみれば特定機能病院の機能の発揮、こうい

った点に好ましくないという影響が出ていると思われます。現状としましては、

今後重要となります医療と介護が連携した在宅医療の提供体制の整備、この点に

ついて本町では若干の不足があるというふうに思われております。 
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 そこで、福井大学と連携体制を現在とっておりますが、そういった協議の中で、

町立診療所を設置して外来診療、それから在宅医療のサービス確保、それから在

宅医療に携わる医師の確保、それらをあわせて取り組んだらどうかと、教育の場

も確保しようと想定したというところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 町立診療所ということになってきますと、普通に考えま

すと、本町には福井大学の医学部がありますので、医師の派遣ということになる

と、私だけでなくて町民の誰しもが福井大学医学部からお医者さんは来るんだろ

うなということを多分想像するのではないかというふうに思います。 

 そこで、もう既に福井大学の医学部とは協議ができているのでしょうか。また、

開業医院のような総合的に診てもらえるようなお医者さんをというふうにお考え

になっているのでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 現在の体制について、福井大学医学部附属病院など

と本町の医療提供体制について協議しておりますが、大学と診療所の協議が正式

に調っているという状況ではございません。今回の補正予算、調査委託料をお願

いしましたけれども、永平寺町の受療動向から推計して、必要な量とか体制、そ

ういったものを判断したいというふうに考えております。あくまでもそういった

判断に基づく資料としたいというふうに考えております。 

 それから、総合診療医という新しい専門医の育成が国においても定められまし

た。今後はかかりつけ医として幅広い診療が行えるというようなことを目指して

おります。 

 それから、医療の提供体制については、福井大学病院からの派遣によるとかと

いうのも想定しておりますが、一番にはやっぱり、もしかすると民間の方が手を

挙げていただいて永平寺町でやりますよといったことも期待できないわけではあ

りませんので、その点も判断の一つに加えたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 今の答弁の内容から見ますと、まだ派遣されてくるお医

者さんの人数だとか派遣の仕方だとか、例えば交代制とか決まった人が来るとか

というようなことなどは決定されてない、これから協議して決めてかないととい
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うことだし、民間の方で、例えばお医者さんをしていた人が、勤務医だった方が

その病院を退職されて、ちょっと余暇が出たので、じゃ、そういうところで今ま

で培ってきたノウハウを町民の方に示そうという方がもし出てこられれば、そう

いう方も含めてというふうに考えられるかなというふうには思いました。 

 そういうふうな状況におきますと、やはりどうしてもお年寄りという、お年寄

りだけじゃないですけど、なかなか自分が病気になったときに自分の症状をうま

くお医者さんに伝えることができない。例えば「頭痛いですか」「はい。頭痛い

です」とか「はな出ますか」「はい。出ます」ってその程度は答えられますけど、

「ちょっとこの辺がむかむかしんどいんで、こう締めつけられるようなどうのこ

うの」と、その状況というのは、そういうふうに言葉でなかなか。人によっての

温度差もありますし、感じ方も違うと思うので、伝わり方も違ってくると思うの

で、なかなか難しい中での人選は非常に難しいだろうなというふうに思っており

ますけれども、今お考えいただいてるような総合的な総合診療科みたいなのをお

考えになってるのであれば、そういったお年寄りの気持ちを酌んでいただけるよ

うなお医者様が来ていただくと非常にいいかなというふうには思っております。 

 私が思っているところでは、やっぱり町のお医者様の医療の状況を見ますとど

うしても訪問医療というのが手薄になっているような、全くないとは言いません。

福井市内のお医者様でも訪問で来てくださってるお医者さんもいますので、全く

ないとは言いませんけれども、どうしても難しいのではないかと思いますので、

やはりせっかくお考えいただくんでしたらば、訪問医療ということを重点にお考

えいただけたらと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 訪問診療につきましては今後重要になると認識して

おりますので、ぜひ２４時間体制を目指して取り組んでいきたいというふうに思

います。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） まだ今の段階では、その診療の内容とか、あるいは外来

もするのか訪問医療だけにするのかというような形態、それから診療科等につき

ましてもなかなかお答えいただくのは、まだ協議の最中というか、協議をこれか

ら進められるということなので難しいとは思いますので、あえてその点について

はお伺いいたしませんけれども、町としては、診療所を町のどの辺につくったら

効果的かなぐらいは考えてらっしゃるんじゃないかと思いますので、その場所に
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ついてお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 町内の状況をいろいろ勘案しまして、現在では御陵

地区での開設を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 御陵地区といいますと目の前に福井大学病院があります

から、大学病院との連携ということを考えますと一番いいかもわかりませんけれ

ども、御陵地区にもまだまだ町の公共施設が十分に使われていない、活用されて

ない施設もあろうかと思いますので、できればそういったところを優先にお考え

いただければというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 御陵地区の場所につきましては、まだ検討事項でご

ざいますので申し上げることはできませんが、さまざまな状況から判断していき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） 次の質問は、多分今お聞きになってらっしゃる町民の皆

さんが一番関心を持ってらっしゃることだろうとは思うんですけど、果たしてい

つごろから診療を開始していただけるのか、いつごろを目途としていらっしゃる

のかをお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、補正予算で可能性の調査をさせていただきます。今、

いろんなまちのこういった診療所のお話を聞かせていただいておりまして、やは

り外来をやっている診療所は収益を上げております。それをいかにこの２４時間

体制に回すことができるか、そういった指定管理の中で、じゃ、幾らぐらい永平

寺町は負担を現実しなければいけないかというのをこの調査でさせていただきま

す。 

 そしてまた、これいろいろな関係機関との合意もなければ進まないところもあ

ります。ただ、地域包括ケアシステムの構築の中で、これから２５年、そして２

０５０年まで高齢化が進む中で、永平寺町で安心して住めるのには必要な施設か

なとも思っております。そういったので、今回調査をしていただきまして、また
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議会のほうにもいろいろ方針を示していくことになります。そのときにいろいろ

な提案、ご意見もいただければと思います。 

 それと、場所につきましては、やはり今、公共施設の再編の計画の中で、なか

なかふやしていくのも難しい。そういったこともしっかりと踏まえてやっていき

たいと思いますので、ご理解よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、御陵地区には大きな病院はありますが、診療所がない地域ということ

もあります。また大学と近いということもありますので、今、調査の段階の中で

は御陵地区ということで進めさせていただいております。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） ありがとうございます。 

 町立診療所、できれば夢のような話だと思います。といいますのは、やはり今

の町内の開業医の先生方、かなり皆さんお忙しくて、なかなかというか全く応診

に出られない状況にあるというのは、先生方のお話からもよく耳にすることです。

そうしますと、足が痛くて歩けないけれども、車椅子になっちゃったけど、寝た

きりになっちゃったけどという方も何とかしてその開業医の先生のところで診て

いただこうとして、例えば社協さんにお願いするとかして通院してこられている

方がいらっしゃるのをお見受けします。 

 そういった中では、やはりその訪問してくださるお医者さんというのは、そう

いう介護をしなければいけない人を持つ家族にとっては何よりも心強い手助けに

なるというふうに私は思いますので、だんだんだんだん私も含めて高齢化になっ

ていくのは、これ誰しも公平に一つずつ、１年に１個ずつ年とるわけですから公

平なんですけれども、その体の身体能力は決して決して公平ではありません。若

くて亡くなる方もいらっしゃいますし、若くて障がいを持たれる方もいらっしゃ

いますので、そういったことも含めますと、そういう状態になっての余命もどれ

だけあるかわからない状況の中では、やはり在宅介護を展開しなければいけない

状況にあるというのも、もう町民の皆さんも全てご存じになってらっしゃること

だろうと思いますので、一日も早い町立診療所というのを開設していただくとい

うことが何よりではないかというふうに考えますので、ぜひともその点を念頭に

置いていただきまして、前向きに、検討ではなくて推進していただきたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ご所見があれば。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 
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○町長（河合永充君） 地域包括ケアシステム、実は数年前から永平寺町のこのシス

テムをつくるのにどう構築していくかというのを考えていく中で、やはりこうい

った、安心して、ちょっと不自由になられても家のほうに来てもらえる。特に永

平寺、上志比地区のほうがちょっと範囲的に弱いという推計も今出ておりまして、

松岡地区はどっちかというと福井のお医者さんが来てくれるところもあるみたい

です。ただ、これから高齢者の皆さんもふえてまいりますし、救急車の出動一つ

にしても年々ふえております。そういった中で、この診療所につきましては大き

なこれからの核になると思っております。 

 ただ、町の負担であったりそういったものをしっかり判断した上で進めないと、

逆に将来に負担を残すのではまたちょっといかがなものかなとも思いますので、

今回の調査をしっかりと踏まえまして何とかできるように頑張っていきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 長岡君。 

○１６番（長岡千惠子君） ありがとうございました。 

 先ほどのＡＥＤの質問のときに消防長は救急車呼んでくださいとおっしゃいま

したけれども、救急車を呼ぶと多分、福井大学の病院とか、あるいは県立病院と

か済生会病院とか、そういう先端技術を持つ病院に運ばれてしまいます。もう高

齢者になって、やはりお年寄りにお伺いしますと、おうちで死にたいと思ってる

方がたくさんいらっしゃると思います。それがご本人にとっても一番幸せなこと

ではないかなと私は思いますので、そういった面も含めますと、救急車で運ぶだ

けが一番ではないのではないかなと逆に思っているのも現実です。 

 そういった意味も含めますと、やはり訪問医療、診療所、地域の医療の活性化

というのが非常に大事なことだというふうに思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 これで私の一般質問、終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 次に、７番、小畑君の質問を許します。 

 ７番、小畑君。 

○７番（小畑 傅君） それでは、通告によりまして３つの質問をしたいと思います。 

 最初の質問です。３０年からの新たな農業方針はということですが、これは先

ほど川治議員が質問されております。なるべくダブらないような質問をしたいと

思います。 
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 それと、先ほど川治議員の質問の中で、今後、市場経済に任せるのかという質

問の中で、これからも減反方針は続けますという回答があったと思います。これ

は質問にはなかったんですが、この強制力をどのように担保するのかなと思いま

す。 

 強制力がなくなるということの中で強制力をどう担保するのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） ３０年産からは減反政策廃止ということで、まず強制力

というものは発生しませんが、これはやはり米価を守るためには、皆さんが減反

を、与えられた生産数量を守ってもらうということが大前提にあると思いますの

で、こういったような指導をしっかりとしていきたいというものでございます。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 実はこの前の議会と語ろう会、１０月３０、３１日にありま

したが、その中でも、生産調整というのは農家からしますと一つのおもしになっ

ておりました。そのおもしが取れるということで、逆に言いますと、今、特に米

の生産体系、機械化体系は非常に進んでおりまして、少なくともある機械を利用

していきたいと、そういう生産調整がなくなるならもっと米をつくっていきたい

んだという意見もありました。これはそういう意見であります。特に米どころの

坂井市、あわら市なんかではそういうことも聞かれてるんだという意見を聞いて

おります。これがいいか悪いかは別にしまして、そうなれば、当然米の価格が下

がってきて農家にもダメージを与えるということになりますから、そうならない

ようにひとつしていきたいし、してほしいと思います。なかなか難しい課題かな

と思っております。 

 それで、質問の中で、私、これ２９年度の水田農業構造改革対応のしおりとい

う、この農関係の冊子であります。これは町から出しております。これに基づき

まして質問をしたいと思いますが、最初に３つの補助金の質問をしたいと思いま

す。後ほど奨励金、それからこの中にあります補助交付要領について質問したい

と思います。 

 最初の３つでありますが、担い手の集積補助金ということです。２８年度に２，

２８０万ほど支出しております。これは担い手である農業者いわゆる大づくりの

方だろうと思います。それから農業生産者ということであります。これを見ます

と、転作で０．５ヘクタール以上いわゆる５反以上の面積をつくって、その作付
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面積に応じて助成をするということで、対象作物も大麦、小麦、それからソバ、

大豆ということになっております。ただ、金額が２８年度と比較しますと、例え

ば大麦、小麦にいたしまして、１反当たり１万５，０００円が２９年度は１万４，

０００円に下がっております。それから大豆、ソバにしましても、１反当たり７，

０００円が２９年度は４，０００円に下がってきております。なぜ金額が下がっ

たのかなということです。 

 それから、周年作付補助金。これは２８年度で２８３万ほど支出してございま

す。これは転作の田んぼで先物作付と後物作付と分けて、いわゆる年間を通じて

つくっていただくということが目的のようであります。これも作付の補助金が、

反当たり３，０００円が２９年度は逆に４，０００円に上がっております。これ

なんかも、これは上がったでいいんですが、上がったり下がったり調整した部分、

どういう考えかということであります。 

 それからもう１点、地域振興作物の補助金。これは２８年度のとき４１０万支

出してございます。これは地域振興作物を奨励するということであります。タマ

ネギ、ニンジン、これに関しては反当たり２万円を２９年度は１万５，０００円

に下げてございます。ニンニクに関しても反当たり７万円が６万５，０００円、

それからピクニックコーンも反当たり２万円が１万円ということで補助額が下が

ってきております。 

 若干上がったり下がったりがあるわけですが、基本的に、いわゆる水田をやり

にくくなっているこの農業の中でいかに水田を利用した畑作を奨励するかという

中でこのような若干の補助金の上がり下がりがあるわけですが、どうしてこうし

たのかなということをお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） まず、担い手集積の補助金、それから周年作付補助金、

それから地域振興作物の補助金、この３点でよろしいですかね。 

○７番（小畑 傅君） はい。 

○農林課長（野﨑俊也君） はい。この補助金につきましては、毎年ＪＡさんと協議

しながら補助単価についてその年の農業情勢を反映したものでありまして、２９

年度には、この担い手集積補助金につきましては減額見直しを行っております。

この見直しを行った理由としましては、まずこの対象作物の麦、大豆、ソバにつ

きましては、国において、戦略的な重要な穀物ということで国の経営所得安定対

策補助金において十分な支援があるということで、採算性がとれるだろうという
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判断のもとに下げさせてもらいました。ちなみに２９年度の補助金が２，０１８

万でございます。 

 それから、周年作付補助金につきましては、農地利用を図る上で二毛作の推奨

というのが非常に重要でありまして、現状、二毛作に向いているソバ、大豆の拠

出量が少ないということから、単価を上げて少しでもつくりやすい環境を整備し

たいという狙いがございました。２９年度の補助金額は４０４万円でございます。 

 それから、地域振興作物でございますが、補助単価の見直しの理由でございま

すが、従来の、ただ作付さえもらえるというような面積割の補助金から脱却して、

よりよい品質の作物をたくさんつくってほしいという思いから、出荷奨励金のほ

うを充実したわけでございまして、そのためにこの部分を減額したというもので

ございます。ただ、本年度は地域振興作物の面積がふえる見込みがありましたの

で、補助金額は４６３万５，０００円と昨年より３４万５，０００円の増額を見

込んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 今ほど、なるほどなというところもあります。それから地域

振興も出荷奨励のほうにシフトしたいんだということもある意味わかります。 

 次の質問ですが、これの出荷数量の奨励金のことなんですが、これは地域振興

作物等の生産を推進し農協出荷を奨励するため、出荷数量補助金を助成というこ

とであります。いわゆるＪＡから出荷証明があった農業者、農業団体ということ

の位置づけであります。 

 内容を見ますと、生タマネギでキロ当たり１０円、乾燥タマネギでキロ当たり

３０円、ニンジンでキロ当たり４０円、ニンニクでキロ当たり２００円から１０

０円、ピクニックコーンで１本当たり２０円という奨励措置であります。 

 ただ、この要領を見ますと、出荷数量奨励金は「地域振興作物等の生産」とあ

りますが、実質は地域振興作物のみの奨励金となっております。農家の中にはい

ろんな作物をつくっております。それとＪＡ証明書があった農業者は対象にして

もいいということなんですが、例えばブロッコリーとか、あるいはキャベツとか

白菜、そういう作付もあるんですが、これなんかはこの「等」という言葉の中か

らは含めないかんのですが、実際はそういうものは含まれていないということで

あります。これなんかももう少し幅を広く取り扱う必要があると思います。 

 それからもう一つ、逆にＪＡ出荷でなくても、この出荷奨励措置というのはど
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こを向いてこの奨励措置があるんかなと。農家を向いているのかＪＡを向いてい

るのか、それによって多少方向性が変わると思います。やはり奨励措置は農家の

ほうを向いてお願いしたいと思います。 

 そういうことで、れんげの里の販売する場所もあります。あそこへ出荷される

んだったら、例えば奨励措置にするとかという方法もあろうかと思います。そこ

ら辺等お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） まず、「地域振興作物等」というのは、レンゲ米が含ま

れておりますので「等」というような表現をしております。 

 それから、地域振興作物に指定されている４品目につきましては、町の水田農

業構造改革対策補助金のほかに、国の経営所得安定対策補助金の中にあります産

地交付金という枠において支援を行っております。こうした国、県、ＪＡ、町が

一体となって一大産地をつくり上げるというようなことを目指して、戦略的な取

り組みの中で町の転作補助金として補助金額を設定しているので、あくまでもこ

の品目にこだわって助成の対象としたいというふうに考えております。 

 そのほか、農作物とか加工品、これは先ほどおっしゃいましたように、れんげ

の里や道の駅に出荷した場合に売上高の２％を補助する地産地消支援事業補助金

というのがございまして、これを活用していただきたいというふうに考えており

ます。ただ、この地産地消支援事業補助金につきましては、出荷組合の登録が必

要ということになりますので、よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） やはり農家というのは、米なら米に一つ特化してやりたい農

家もありますし、野菜をつくっている農家というのはいろんなものをつくりたい

という志向もあります。そういうときに、少なくとも少しでももうけたいという

意識もあります。人がつくっていないものをつくりたいんですね、正直言いまし

て。そのときに、やはり多様性があることがこの消費者ニーズにも応えるという

ことになろうかと思います。そういうふうな対応、対策も当然あるべきかと思い

ます。ここら辺等の奨励措置ももう少し柔軟に対応していただけるとありがたい

と思います。 

 それからもう一つ、永平寺町の水田農業構造改革対策の補助金の交付要領から

お伺いしたいと思います。 
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 まず、第１条の趣旨の中に、水田農業の構造改革を推進するために補助金は予

算の範囲内で交付するとあります。６条にも補助金額については単価調整をする

ことがあるとなっております。要は枠の中でやりますよということであります。 

 ただ、補助金の枠の設定は面積割とか重量割で決めているので、それに沿って

私は支出するべきでないかなと思います。収量が例えば多くとれると補助金は半

分になるのか、逆に半分しかとれない場合には、じゃ２倍になるのか。農作物は

気象条件に大きく変動いたします。そういうことで、私はここの要領も多少のこ

とは補正予算を組んでもいいのではないかなと思います。御所見を伺います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 補助金の単価調整につきましては、予算の設定段階でＪ

Ａさんに面積とか数量に対して詳細な助言をいただいておりまして、正直、その

数字をもとに予算を組んでいるということでございますので、大体その当初の補

助金枠内におさまるような感じでございます。 

 ただ、議員おっしゃるとおり、意欲あるような農家さんが一生懸命に農作物を

つくったということでありましたら、積極的に町としても応援したいということ

もございまして、仮に予算が超過した場合においては、補正予算という選択肢も

含めて適切な対応を検討したいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 今の課長のお話聞きますと、いろいろと「ＪＡとの協議の中

で」という言葉が出てきております。 

 この前、実はＪＡの会合がありまして行きました。そうしたら支所の廃止をす

るということでありました。多分、人員構成も変わってくるんかなと思います。

その裏には１県１ＪＡ構想があるかなと思いますが、農協も非常にこれから大き

く変わっていくんかなと思います。当然、農業情勢も３０年以降大きく、米の情

勢が変わりますから、変わるんだろうなと思います。非常に難しい時期を迎えて

いるなという感じがします。 

 ですから、やはり余り、こんなことを言うとＪＡに怒られますけど、ＪＡ頼み

じゃなしに、もう少し主体的に農業をどう捉えるかということも考えていただき

たいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 実際、ＪＡさんでは、各作物ごとに担当者がおりまして
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町内の作物状況をくまなく把握しているということもございまして、こういった

補助金を設定する上では、どこでどれぐらいつくっているとか、方向性とか、ど

んだけ面積をふやすとか、そういったことを逐一情報を持っておりますので、そ

ういったものを参考にして補助金枠というのは組まさせていただいております。 

 ただ、議員おっしゃるとおり、町の方針としましても、やはり積極的に農業に

取り組んでいただけるという農家は町としましても積極的に応援するつもりでご

ざいますので、そういったことを踏まえながら今後進めてまいりたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 非常に難しい問題ですから、なかなかそう簡単に解決できな

いと思います。ひとつ取り組み、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、次の質問に行きたいと思います。 

 学校教育支援員の雇用形態はということであります。 

 本町の義務教育、小中学校における対応は県内でも大変すぐれていると自他と

もに認めるところであります。 

 そこで、児童生徒に対する教育指導についてお聞きをいたします。 

 時代とともに変貌する教育現場は、いろんなことに対応して大変忙しいと思い

ます。さらに父兄対応とか文科省対応など、複雑さも加わってきていると聞いて

おります。 

 そんな中、これらを解消すべく児童生徒たちのサポートとして、ひいては教壇

に立つ先生たちの補助要員として支援員（学校教育支援員）がおられると思いま

す。多分、これは誰でも支援員になれるとは思いませんが、何か要件があるのか、

資格が必要なのか、さらに現在どのような仕組みで雇用形態があるのかお伺いを

いたします。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 学校で今支援が必要な児童生徒、大きく分けますと、排便

等も含めましてそういう日常生活の支援、それから学習による支援、それから不

適応を起こしてまして登校に無理等がありましたら登校に関する支援、そういう

ような３つのパターンがあります。今、採用に当たりましては、退職された先生

方、あるいは教員採用試験を今受けておられる方、それから教員の免許状を持っ

ておられる方、それから看護師の資格を持っておられる方とかカウンセリングの
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資格を持っておられる方、そういうような方を優先的に採用するように当たって

いるんです。 

 ところが、今、なかなか人材がなくて、無資格とか無経験者の方でも来ていた

だいて、私と校長先生と一緒に面談させていただいて、この方ならこういうとこ

ろでなら支援していただけるなという、そういう方がおられれば適材適所で採用

しているというような現状です。 

 実際、採用の形態につきましては、常勤の方が８名、それから時間によって帰

られる方、時間給の対応をしている方が１７名。男子の方が５名、女子の方が２

０名の合計２５名で今行っているのが現状です。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 本当に、学校の先生とは別にこういう支援の先生方がおられ

るということで、学校の教育水準も保たれているのかなと思います。 

 思ったとおり、女性がほとんどを占めていると思いますが、年齢的な要因もあ

るんでしょうが、教育現場での同一労働、同一賃金的考え方、あるいは最低賃金

の遵守、それから雇用要件が、一年一年で多分切っているんだろうと思うんです

が、その中での昇給というのは難しいんかもしれませんが、昇給はあるのか。そ

れから、長年連続して来られる方に対しての年休などはあるのかお伺いをしたい

と思います。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 賃金面で県との比較とかそういうようなものもありません

し、男女差、年齢差、それから、以前は生活支援員と登校支援員とか適応指導教

室の指導員とか別々にやってたんですけれども、やはりいろいろその学校その学

校で適材適所に活用してほしいということで学校教育支援員というのを一本化し

ましたので、賃金等の差、そういうようなのは全くありません。 

 いろいろ１年、２年、３年とか長くなる場合には、町の総務課の担当の方と連

携を深めましていろいろ指導も受けながら、町のそういう非常勤職員と同じよう

な形で今進めているのが現状です。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 特に男性の場合が、多分教員の免許を持っておられる方がほ

とんどだろうと思います。本採用を待っておられる方も中にはおられるんかなと

思います。 

 ただ、女性の場合は、男性とまた違った思いがあるんだろうと思います。その
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場合に、特に給与面に関しては、夫の扶養に入っているということとか、第３号

被保険者、これは年金ですが、そういう部分も含めてなかなか雇用形態は難しい

んかなと思います。 

 しかし、やはり義務教育の水準をこれからも保つためには、これはもう支援員

の方のお力をかりなければなかなか難しいという環境にあろうかと思います。こ

れから支援員の方が安心して頑張れる環境づくりをお願いをしたいと思います。 

 それでは、３つ目の質問に移らせていただきます。 

 禅の里笑来の将来展望はということであります。 

 ことしの７月７日にオープンしました禅の里笑来は、来年１月でオープン半年

を迎えるところになります。町内の方から施設や土地の寄附をいただき、町から

の一部助成金で商工会が施設の改修を行いました。さらに、町内外から出資金（資

本金）を募りまして、宿泊施設の少ない本町におきまして、ある意味鳴り物入り

で船出をしたところであろうかと思っております。 

 えい坊くんのまちづくり株式会社に──これは管理委託だろうと思うんですが

──経営を任せておりますが、４カ月余り経過したところで、今までの状況、特

に客入り等はどのようになっているのかお伺いをしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） ７月からの利用実績としまして、１１月末現在で、

宿泊が４２日間、２１９名という人数でご利用いただきまして、稼働率が２８．

４％、日中の利用が８日間で１０５名という利用実績でございます。宿泊と日中

利用の合計が５０日間で３２４名、稼働率が３３．８％という利用実績でござい

ます。 

 宿泊２１９名の利用状況でございますけれども、自動走行関連の企業さんと慶

応大学とか早稲田大学の学生による利用、あるいはお盆の時期の帰省、友人、仲

間同士の利用といったような利用状況でございます。県外からの宿泊者数が１７

２名でございまして、全体の７８．５％、残り４７名については町内、県内のご

利用者ということでございます。 

 日中利用の使い方としましては、自動走行実証実験関連ですとか商工会、ある

いは県立大学の教養ゼミ等の利用というふうになっております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） 禅の里笑来は、やはり一般の方からのいわゆるご寄附、施設、
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土地も含めての寄附ということですが、今の現状を見ますと、多分、こういう施

設というのは町内に相当数あるのかなと思っております。たまたまこの施設は禅

の里笑来という形でこういう宿泊施設ということになりますが、例えば、以前に

能登の珠洲市に行って研修をしたことがありますが、あいた施設をお試し期間と

いうことで、半年とか３カ月とか区切って宿泊をしていただくということを聞い

たことがございます。私の質問の趣旨からちょっと離れますが、そういうことも

一つ考えていく必要があるんかなと。永平寺町は非常に子育て支援もいいし、い

ろんな条件がいい町ですよということも含めて考えてもいいんじゃないかなと思

います。 

 それから、くしくも永平寺町の本山では２年後、２０１９年秋オープンの宿坊、

柏樹関ですか、の地鎮式がこの前行われました。町長も参加をされております。

「この施設、禅の教えを世界に発信する中心地になることを願っています」とい

うことで小林昌道監院が語っておられました。 

 禅の里笑来という、このネーミングからして、私は本山との共同歩調も、今す

ぐじゃないんですが、いわゆる２年後、試行して考えてもいいんじゃないかなと

いう気がします。最近の観光形態が変わってきております。宿泊状況も変わって

きております。その中で１棟貸しがいいのかどうかも含めましていろんなことが

考えられます。その中で今後の課題、改善点があるのかどうか、お伺いしたいと

思います。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 施設につきましては、ご利用者の方々からいろいろ

ご意見いただく中で、快適で設備も充実しているというような形で利用者の方の

評判は非常によいというふうなことでございます。 

 ただ、利用状況から見た課題といいますか、これからの改善点という中では、

観光を目的としたお客さん、宿泊者が少ないといった点、あるいは１棟貸し切り

の宿泊施設ということで、その知名度といいますか、なかなか知られていないと

いう点がございます。名鉄観光の予約サイトの中に当禅の里笑来も宿泊施設とし

て登録しておりますけれども、そこからの申込実績というのは今はないというよ

うな状況でございます。今後は、地域との連携による体験型プランと情報発信を

計画しておりまして、具体的には、例えばそば打ち体験と酒蔵見学といったよう

な中に、当然笑来を絡ませましてそば打ちを笑来の施設の中で行うとか、そうい

った形で県の観光連盟と連携しながら計画をしているところでございます。 
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 今議員がおっしゃったように、まち・ひと・しごと総合戦略の中に、ほどほど

田舎移住体験といったような施策を実施するというような計画もございます。ち

ょっとした移住を体験するといったようなことで、そういった事業あるいは農泊

といったような事業も例えば今後進めていく中でこの笑来を活用していただくと

いうような形で、当然そういった体験型の事業を進めていく中で受け皿として笑

来は整備したというような経緯もございますので、そういったことは今後進めて

いきたいなというふうに思っておりますし、自動走行とかＩｏＴ推進というよう

なことを考えますと、来年度以降、大きくまた次の展開に移っていくるというよ

うなことがございます。 

 自動走行につきましては、産総研、パナソニックともに、来年１年間、ずっと

本格的に実証実験に入ってくるというようなことで、ますます永平寺町に訪れる

人がふえてくるのかなというふうなことも予想されます。また、それに関連した

企業さんとかの視察等もふえてくると。視察も、ある意味一つの観光という面で

捉えますと、こういった笑来を活用していただいて宿泊していただくというよう

なことも今後どんどんアピールしていきたいと思いますし、今月の１４日にＩｏ

Ｔ推進ラボということで記念講演会を予定しております。そういった中でもこう

いった笑来の施設があるということをＰＲしていきながら認知度、知名度を上げ

ていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 今回、７月にオープンしまして、目標は２０％だったんです

けど３３％の利用率ということで、今回、自動運転を進めながら、永平寺町に訪

れてくる人が本当にふえてまいりました。その中でここを紹介しますとすぐ、そ

んな施設があるなら３日間、１週間、２週間借りたいというお話も出てきており

ます。 

 来年はまたＩｏＴ推進事業、１２月１４日にキックオフしますが、さらに多く

の企業、また研究機関が永平寺町に訪れることになると思います。そういった方

には積極的にここを紹介していきたいのと、あと、ほどほど移住体験、これにつ

いては、今年度、７月からオープンだったのでできなかったんですが、県のそう

いった支援事業もあります。そういったのは積極的に町もお知らせをして永平寺

町で一度体験をしてもらう、そういったこともやっていきたいですし、また今回、

森ビルさんのほうでも、都会の人にこの永平寺町で農泊体験をさせたいという一
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つの拠点にしたいというご提案もいただいております。こういったのもまちづく

り会社としっかり話をさせていただいて、一つの訪れた人の核となる、そういっ

た施設になりつつありますので、これからも積極的に進めていきたいというふう

に思います。 

○議長（齋藤則男君） 小畑君。 

○７番（小畑 傅君） きのうも町長の町政報告会がありました。本山の誘客数です

が、平成３２年には６５万人、それから３７年８０万ということで、これは新幹

線開通、それから中縦も恐らくこの近くに開通するんかなと思いますが、そうい

うことを見越して、いわゆる観光に特化しているのかなと思います。 

 禅の里笑来、非常に観光に特化するのか、あるいはそのほかの要件で宿泊施設

があるのか、ちょっとわかりづらいんですが、いずれにしましても、ひとつこれ

からのよりよい方向づけを見つけていただきますようによろしくお願いします。 

 以上で終わります。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時５８分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、１番、上坂君の質問を許します。 

 １番、上坂君。 

○１番（上坂久則君） ２９年の最後の１２月の定例議会で、私質問が４番目。きょ

う、ちょうど私の満７０になる誕生日でございまして、４－４－ってよくつなぐ

なという、長生きするのか早いのかわかりませんけれども。そういう部分で、本

当に７０ですから高齢者に胸張って仲間入りしましたんで、その立場から、きょ

う、この質問をさせてほしいと思います。 

 きょうの１番目、生活に沿った交通体系に見直すべき時期ではないのかと。 

 先月、ちょうどけやき台の女性グループのすみれ会の人たちと、それから交通

関係ですから総務課から担当者と、それから福祉関係のほうのご意見も聞きたい

ということで一緒に参加させていただきまして、そこで感じたのは我々議員でも

そうですけれども、職員でもそうですけれども、いかに生の声をじかに聞くと。

和やかな雰囲気をつくるためにコーヒー飲みながら、要するにティータイムとい

う形で、非常に和やかな、率直なご意見を伺ったんですね。 
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 やはり年齢的にはもう８０歳前後の方かなりいらっしゃいましたから、やっぱ

り交通体系というと自分が買い物に行きたいとか医者へ行きたいとかさまざまな

あるわけですね。じゃ、行政は高齢者に対して何らないのかといっていても、こ

れは私も議員としても反省しましたけれども、行政というのはやっぱり障がい者

であれ、高齢者７５歳以上であればさまざまな交通機関を利用することができる

と。その辺のＰＲの仕方もこれは行政と、議員も行政の職員も一緒というような

考えでいけば、大いに反省しなくちゃいけないなというのは痛切に感じました。 

 それで、ざっと今現在、どういうふうな町民に対する交通機関の利用があるの

かといきますと、コミュニティバスもそう、それから外出支援、福祉タクシー、

それから永平寺温泉移動バス、老人センター、それからこれはひかり苑ですけれ

ども民間においてでも人数制限はありますけど。そうすると、今のコミュニティ

バス、この要件なんか見ますと、これ運輸省のほうでやりましたよね。助成金、

これは県も永平寺町も出していますけれども、その中でコミュニティバスだけに

導入のポイントという形でみますと、やはり地域交通の利便性向上に努めること

を目的にというふうになっているんですね。ただし、コミュニティバスは基幹公

共交通、永平寺町でいけば電車あるいは京福バス、その幹線に結びつけて、それ

からまた自由にできるというふうな形で一応定義さてますけれども、けやき台も

私もそうですけど、京福バスのおりるところって階段なんですね。 

 私も目の手術してから、上ることはいいにしても、おりることの怖さを非常に

感じるんですね。じゃ、そういうときにどんな解決する方法があるのかなと。そ

うすると、７５歳でいけば、これは障がい者の場合は当然使えますけれども、乗

り合いタクシーみたいなそういったものを、地域地域に例えば永平寺町全体でい

ったら元気な人はそれは停留所まで行けますよ。じゃ、行けない人はどうするの。 

 これも今、独居の世帯数というんですか、何軒あるのかと見たら永平寺町全体

で６７６軒あるんですね。松岡で３６９人、それから永平寺地区で２００人、上

志比で１０７人。じゃ、この人たちが高齢になって本当に生活の不便さというか。

それよりも不安を感じている部分が相当多いと思いますね。 

 これは４番目に温泉の件もありますけど、いかに一人一人の生活実態に応じた

サービスを、もう一回この辺で考えるべきじゃないかなと。その基本的な考え方、

町長、どうですか。短くて結構です。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） コミュニティバス、平成２６年に一度、町民の方２，５００
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名のアンケートをとりまして改編をさせていただきました。 

 今、交通会議がありまして、上志比、永平寺、松岡地区を回って、これを何と

か一本化できないかというお話をさせていただきましたが、なかなかえちぜん鉄

道、既存のそういった交通体系があるということで、上志比から１周して医大の

ほうへ、永平寺も１周して医大のほうへという、ちょっとアンケート調査の結果、

お医者さんに行きたいというのがありましたので、それは何とか交通会議にお願

いしまして実現しました。ただ現実、今、上坂議員おっしゃられたとおりコミュ

ニティバスの利用が減ってきています。 

 そういった中、今、オンデマンドタクシーとかいろいろなやり方あるんですが、

実は今回、永平寺町の自動運転、ＩｏＴ、実はこれ永平寺だけの課題ではなしに

全国の課題になってまして、オンデマンドタクシーですと例えばオンデマンドタ

クシーを導入した場合、子どもたちの足をスクールバスにすると数千万円かかっ

てくる。そして、年々、年々、オンデマンドタクシーですと経費も上がってくる

中で、よりきめ細やかにどうしたらいいかというのが国を挙げて今回、実証実験

の大きな柱が実はこの地域の足を確立するというのがこれです。今回、永平寺町

で今、いろんな企業さん、また来年は国も永平寺町のほうでいろいろこれに向け

てやろうというお話もありまして、ぜひこの永平寺モデルというものをつくって

いきたいなというふうに思っております。 

 そして、これからの公共交通、バスの時刻ではなしに、スマートフォンとかコ

ンピュータで家のそばまで来てくれる。そして、コミュニティバスもなくなりま

せんが、より縮小して効率のよい回し方をする。人だけではなしに、もの、また

サービス、そういったこともこの永平寺町で行われようとしています。 

 まだ今ちょっとでき上がってないんですが、パナソニックさんがある調査機関

に依頼しまして永平寺町の中で、早稲田大学も入っていますが、いろいろな数字

データもとっています。町民１人当たり大体何時間ぐらい車に乗るのか、どこへ

行くのか、どういうふうな目的なのかというそういったデータも民間がとってい

ただいていますので、そういったのもあわせてこの永平寺町で自動運転の新しい、

実はこれ永平寺町だけ求めてない、日本中が求めているということで、何とかや

っていきたいなと思いますので、またいろいろご指導よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） それで、一日も早く本当に使えると大変便利やなと。そのと

きはぜひ上志比もそうですけど、けやき台のあの坂あるでしょう。雪降るし、逆
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に言ったら一番実験にはいいのかなと。または、これ終わってまた今度、正月終

えたら、ぜひ協力をお願いしたいというふうにお願いしようかなと思っているん

ですけどね。 

○町長（河合永充君） 一つ言い忘れたので。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） けやき台に関しましては、福祉施設があります。そこと地域

をあわせてどういうふうに人を運ぶかというそういったことも今、企業さん考え

ているようですので、またそのときはいろいろご協力をお願いすることになると

思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） それで、まだちょっと二、三年ぐらいはかかるのかなと思う

んですけどね。もっと早くなりますかね。一日も早く欲しいですけど。 

 それで、総務課長、今現在、これは永平寺町全体でコミュニティバス、いろい

ろ交通機関ありますけど、私も地域公共交通会議の議事録ですか、かなり隅々ま

で読ませていただいて、それぞれ委員の方から、いや、それおかしいんじゃない

かとか、もっと効率的にすべきだとか、これは事務局もこれだけの指摘されて答

えていって、しかも利便性あるというと、本当に職員、いい仕事をしているなと

いうふうに思いますね。 

 それで、現況どうですか。総務課長、コミュニティバスを見て、今の現況では

もうやむを得んというのか、やっぱりもっと実態に即して再検討するというのか、

その辺の考え方をひとつお聞かせください。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、今申し上げたとおり、コミュニティバスにつきましては町長が申し上げ

たとおり、今、だんだん減ってきておりますけれども、平成２８年度３万８７１

人の方がご利用いただいております。そして、議員おっしゃったとおり、社会福

祉協議会の外出支援サービスの利用者が４，１９２人、それと福祉タクシーの利

用者６１２人、それと永平寺温泉移動バス利用者が２，７９６人、それと老人セ

ンターの送迎バスが４，３５９人と、合わせますと４万３，５５０人の方がご利

用をいただいております。 

 そうした中で、先ほど町長も申し上げたとおり、平成２６年にアンケート調査
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をとりまして、町民の皆様方のそういったアンケート調査の結果、さらにはご要

望、ご意見等をお伺いしまして、本当に当時の職員は大変ご苦労いたしまして、

今ある路線の時刻表とか路線図、路線もあわせましてつくっております。 

 そうした中で、その当時は全町民の方の要望は難しい面もありますけれども、

その時点で極力、やっぱり皆さんのご要望にご期待できるようなということで計

画をしております。 

 そうした中で、今、私が考えるに当たりましては、それは一部の方からこうい

ったことで少し不便を来しているとか、ご意見、ご要望あります。しかしながら、

こういった全部のご意見を取り入れることも難しいんですけれども、今後はやっ

ぱり町民の皆さんのご要望をいただいて、さらにこういったことで利用者のニー

ズに取り入れたいということも考えて、実はうちのほうでこういった自動走行、

当然、自動走行のほうを率先してやっていきますけれども、車内の直接利用して

いる方にはアンケートをとらせていただきまして、こういった調査はさせていた

だきたいかなとは思っています。 

 そういったことで、今後、こういったことも少し検討はさせていただきまして、

町民の、ご利用者の声にお応えできるように努力はしてまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） それで、この公共交通機関をどの視点から見るかというと、

今までは基幹の電車及びそういうふうな交通機関に接触してというふうな、これ

は当然そうしなさいというふうに行動計画書からそうなっていますからね。でも、

それはそれとして、今度、発想を変えて地域ごと、例えば集落ごとでもいいんで

すよね。そうすると、そこで今どういう形で不便を感じていますかと。例えば、

これなんかを見ていても医者へ行きたいとか、あるいは松岡であれば、このアン

ケートも全部読ませてもらいましたけれども、買い物に行きたいとか、あるいは

金融機関へ行きたいとかというのがあるんでね。 

 私も来年に、今のけやき台で一回全部アンケートをとったらいかがですかとい

うふうに区長さんのほうに提案しているんですね。そうするとその中で、昼間は

あそこは比較的世帯主は若い人が多いですけれども、昼行ったときに一体何人病

院へ行っているのか、あるいは極端に言えば県立病院へかかっている人   、

あるいはさまざまでいったときに、まず実態を聞いて、その中で１人１台という
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とこれ相当のタクシー代とか費用になりますので、私もけやき台のグループと話

したときに、できれば買い物でも病院行くんでも１人じゃなくて３人、４人とな

れば、タクシーで寄り合いタクシーだって３人とか４人になれば、一人頭のもの

を町からの助成金があるわけですから、そうすると京福バスで永平寺口へ行って、

それから福井へ行って往復というのとほとんど変わらないですね。だけれども、

タクシーで自分のそばまで迎えに来てくれたら、こんなありがたいことがないん

でね。 

 だから、当然行政も、やっぱり当然コストということありますけれども、それ

無視して運行はできませんから。ただ、住民の方にも本当に足が悪くてなかなか

歩きにくいとか、あるいはこの近くまでそういったものが来てくれれば自分で歩

いて乗ることができますよと。そういう点を一回各区のほうへ要望をして、それ

でとって。そうすると、地域によっては、いや、ここはあんまりいないから、そ

んなにニーズがないねというところもあれば、あるいはもうぜひそれだったら福

祉タクシーなり、これもちょっと制約があってなかなかあれですけれども外出支

援サービス等をやれば同じようなコストぐらいで、やっぱり生活しやすくなった

ねという永平寺町に、何かそんな感じてもらえるようなことができる可能性は私

は９０％はあるのかなと思いますね。 

 ですから、それはそのデータをとるのが、情報をとるのがなかなか難しいとい

う。でも、誰かがやらんといかんしね。ですから、そこはもう行政区域ですから、

各区のほうへ正式にお願いをして、そのデータが集まらなければこの解決はでき

ませんという、それはお互いに協力してもらわんことには手の打ちようがないわ

けですから、何かその辺のあります、考え方。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 今、幸いにもこの永平寺町、いろんな大学、企業が入ってい

ます。今、そのデータを大学さんと企業さんが実は今とってくれていまして、そ

れをいかにここの永平寺町で公共交通を生かすかというのがありますので、それ

わかり次第また、公表できるかどうかはちょっとその企業さんとの話になります

が公表していきたいと思います。 

 そしてもう一つ、今、永平寺町ではこういった公共交通に使っているお金が１

億数千万円、えちぜん鉄道の補助金とかも全部入れまして１億数千万円かかって

おります。この中で、議員おっしゃられるとおり、せっかくこれぐらいのお金を

使っていますので、より効率的といいますか求められている、そういった交通体
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系を今この永平寺町で行っていきます。 

 これ今、マース（ＭａａＳ）といいましてモビリティー・アズ・ア・サービス、

一つの公共交通マネジメントといいますか、これをやります。 

 今おっしゃられたとおり、ずっとそのサービスが維持されるのには、その車が

いかに収益を上げて、ランニングコストを回していくか。地方に行きますと、な

かなか収益が無理な分、先ほど申し上げました１億数千万円の公共交通の支援を

している中で、そこから幾らそこに回して、このシステムをつくり上げるか。永

平寺だけではなしに、このサービスがお隣の勝山市さんに行ってもすぐ取り入れ

られる。そういった仕組みをこの永平寺町で今開発に向けて頑張ってますので、

上坂議員の７２歳の誕生日のときには何とか形になればなというふうに思ってい

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） 本当に今、アンケートとっているというのは、私たまたまい

たときに早稲田大学の学生さんですか、雨というかみぞれのときに、寒いときに

回って、なかなか詳しく質問がありましたね。逆に私も、あなたは文系ですから、

理工学部の教授通して行って、３つぐらのボタンがあるような何か開発してくれ

ませんかねと。そうすると、年とったらそんなものは番号でたたけとかといった

って無理やから、単純に赤、黄、青ぐらいで信号と一緒で、自分が歩いていても、

例えば赤ボタンを押したら救急ですから、そういったものというのはデジタルで

塔をつくるから物すごく金かかったり、あるいは電波障害を起こすんで、それぞ

れの町内で電波を飛ばしてみれば、軒先へそんなものをぶら下げておけば、そん

な大した費用じゃないしね。それを集めて集中してどこかでとれれば、かなりの

情報もとれるし、安心感ができるんですね。だから、ぜひ開発するように、早稲

田の理工学部へ言って開発してくださいよと言って、そんなの簡単にできるでし

ょうと言って。そしたら、伝えますとは言ってましたけど。 

 ですから、これからの変化って、今まであることが当然じゃなくて、誰かがヒ

ントを与えると、またそれで簡単にやると。私もそうなると、あと免許も、８０

いったら免許も返還せなあかんかなと思いますので、ぜひこの公共交通というも

のを見直してほしいと思いますね。 

 一応、公共交通は総務課長から前向きに検討し直すというふうな答弁だと思い

ますので、私はそれを信頼して２問目に行きます。 

 次、公共建物等の補修計画。これもなかなかどの公共施設をなくすのか、ある
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いは集約するのかって、なかなかその地域のいい意味での理解と、これは諦めて

もらうという理解と、それからやむを得ないという理解と、やっぱり統合すべき

だというさまざまな声があることも事実ですけれども。私、この間、サンサンホ

ールへ行ったら外壁、これも去年ぐらいから言っていたよね。かなり色変わって

いるし、ひびが、落ちそうやから。今のうちに、あれ潰すわけにいきませんから。

まだまだ知恵使えばあの利用価値はかなり上がると思いますので、やっぱり外装

にしても、それから下の幼稚園でもちょっと外壁のペンキが落ちているとか。だ

から、そういう部分を必ず年に一度は見直して。補正組んだっていいじゃないで

すか。それ放ったらかして１年ぐらい待っていて、やっぱり壊れちゃった。また、

今度は倍以上のお金かかりますから、そういう面でのほうの補修計画というもの

を、今現在、町全体でどの施設がどう修理すべきかというのは持っているんです

か。それとも、１年に一遍ぐらいはやっているんですか。答弁求めます。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） まず、財政課のほうからお答えいたします。 

 永平寺町全体としてそういった公共施設の全体の計画といいますと、ご指摘の

とおり平成２７年度に作成しました公共施設再編の報告についてというものがご

ざいます。ただし、これにつきましては小中学校、幼児園、幼稚園、消防団車庫、

上下水道関係の施設、これらを除いた５７施設についての今後の方向性といいま

すか、そういったものを出しております。ただ、具体的な修繕計画という形では

なっておりませんので。 

 学校施設につきましては、平成２６年度に学校施設保全事業計画というものを

策定しておりまして、予防保全を計画的に実施をしているというところでござい

ます。 

 それから今、ちょっと出ました幼児園、幼児園施設についても、平成２８年度

に幼児園・幼稚園施設長期保全・再生計画というものを策定しておりまして、こ

れも予防保全、改修を中心に長寿命化を図ることとしております。ただ、比較的

軽微な修繕や緊急性の高いものについては、その都度実施をしているというとこ

ろでございます。 

 そのほか、上下水道施設、あるいは保健福祉施設、社会教育施設等につきまし

ても計画的に取り組む必要があるというふうに考えております。 

 計画全体としてはそういうところです。 

 以上です。 
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○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） 最近、気がついたことあるね。これ全ての所管に言えるんか

もわかりませんけれども、自分のところの預かっているところでチェックすると

いう、あらゆるものを。「これは職員か」っていったら体のこともあるし心の問

題もあるし、あるいは建物もあれば、やっぱりそういったものを、ましてや建物

何とかというのは何月には全ての所管がやるとなれば、わざわざ議員から指摘さ

れるなんていうのは、それはやっぱりはっきり言えば怠慢やね。だって、町の施

設というのは町民の財産ですよ。それを定期的に全部厳しくチェックして、これ

は修理要る要らない、そんなものは当然じゃないですか。これはどこの施設であ

れ。 

 だから、そういったことのやっぱりチェック体制を何月に実施しなさいと。そ

の報告書をちゃんとそれぞれの所管から何を対象にするかのチェックリストをつ

くってもらって、それを集めればいいだけのことじゃないですか。それをちゃん

とわかるから、財政の問題があるんでしょう。予算編成も、来年はこのままいっ

たらかなりの修繕費がかかるなとか、これは緊急性を要するなとか、そういった

報告体制をもう一回やっぱりみんな見直してほしいと思うね。どことは言わんけ

ど、トイレが壊れていても１カ月たってでも２カ月たってもそのまんまとか。そ

れ、逆に言ったら本庁で職員のトイレが壊れていたら放っておきますか。即直す

じゃないですか、逆に言ったら。何でちょっと離れている町民が使うところの   

体制で１カ月間もそのままに放っておくんですか。 

 ということは、自分たちの所管で全ての見る。だって、今はスマートフォンみ

たいなカメラがあるんやから、見に行って故障していたらそのまま所管のところ

へ送ればいいだけのことじゃないですか。これはひどいから即直さなあかんねと

か。だから、全般的に仕事の仕方をもっとシビアに一回見直してもらったらどう

かなと思いますね。来年の予算の時期もありますし。 

 これからそういうことが目につけば、即、町長に電話入れますから。一体、町

長、何を報告受けているんやと。当然こういう議会の中でもそれは厳しく追及は

させていただきますよ。職務怠慢なことは職務怠慢ですから。 

 そういうことで一度、お金が絡むことですから、どこが所管するのがいいのか、

総務課がやるのがいいのか、財政課がいいのかどうかわかりませんけれども、そ

の辺は執行者側の責任でどこか決めて必ず報告を受けると。 

 これは道路もそうやね。だって、春になって除雪して道路傷めばどこか直さな



 －69－ 

あかんわけでしょう。ほんなもん職員行ってて、今、スマートフォンででも全部

写して、これは絶対緊急を要するなんてそんなもん一々報告せんでもいいぐらい

やからね。証拠も残るしね。それに基づいて、建設課の課長は、ここはどの順番

からいこうかなとか、即計画が立てやすいじゃないですか。 

 ということで、２問目はお願いをして。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 上坂議員おっしゃるとおりだと思います。 

 これから毎年、区からの要望とかは上がって、それはしっかりと対応させてい

ただきますが、やはり町どうしで、課からの要望といいますか、見渡した中で、

ここは傷んでいるのでそろそろとかそういったことを上げてくる仕組みといいま

すか、そういった組織になるよう努めていきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） それでは、３番目。 

 町長、もうそろそろ４年間に届こうとしていますけど、町長になって自分の考

え方、どういう町をつくりたいという思いで、それから実際、予算も組み、執行

してきて、約４年ですけれども、一回総括を聞きたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ４年間、一生懸命頑張ってきました。その中でやはり町の発

展、これだけはずっと変わらず持ち続けております。まず、昔は高度経済成長が

あって景気がいい時代、そういったときには国からいろいろな分配の時代だった

と思いますが、今、こういう時代になりますと特色を出して、地方創生という言

葉がありますが、地方独自性でこの少子・高齢化、そういったものに当たってい

かなければいけない。いろいろな発想が求められる時代になってきていると思っ

ております。 

 その中で、いろいろ最初、就任したときに、副町長、総務課長がいない中でス

タートさせていただきました。今思えば、それがよかったなというふうに思いま

す。いろいろな細かなこと、そういったことも一つ一つ自分の判断で、周りの意

見を聞きながらですがやっていかなければいけない中でのスタートしたことが、

今になっては大きな栄養になったなというふうに思っております。 

 そして、いろいろ進めてくる中で、例えば今回の上程させていただいておりま

すが滞納整理。これも最初は、もう十数年間、不納欠損がされてない、時効も成

立している。こういったので２億円を不納欠損させていただいた中で、やはり私
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も税務課の職員も物すごく反省をしまして、今では福井県の中で滞納の低い町に

なっております。 

 そして、さらにお金が、そういう滞納になる人のいろいろな理由の中で、本当

に生活に困った人。そういった人たちをどういうふうにメンテナンスをしていこ

うかというここまで、そこから発展をしてきたというふうに思っております。 

 また、防災につきましても避難準備情報を出したところ、住民の皆さんに混乱

を招いたというので、じゃ、どうしたらこの町の防災をということで、いろいろ

調べる、お話を聞いたりする中で、何が足りないのか、どうしたらいいのかとい

うことで一生懸命させていただきました。 

 最初はやはりいろいろ自分で課題にぶつかりましたが、その中で議員さんを初

め職員、また町民の方がいろいろ助けてくださいまして、ここまで来ることがで

きたのかなというふうに思っております。 

 やはりいろいろ課題がありましたし、あります。その課題を、すっと言いわけ

で受け流すのではなしに、認めることは認めて、じゃ、それはなぜなったのか、

これからどうしていくのか、それをしっかりとやってきた４年間だったというふ

うに思っております。 

 まだまだ課題がある中で、道半ばのものもあります。そういったものもこれか

らしっかりやっていきたいなと思いますし、また地域創生の部分ではやはり少

子・高齢化。この少子・高齢化ってなぜ少子・高齢化になるかといいますと、や

っぱり雇用の場がない。また、そういったことを調べていきますと、永平寺町は

税収が福井県内で稼ぐ力が下から２番目、３番目の町だということもわかってき

ました。これだけまだまだ発展の余地がある中で、やはりこれから税収を上げて

いくということは、ただお金を設けるのでなしに、今の住民サービスをいかに維

持していくか。診療報酬、膨らんでいきます。こういったことを好循環で国に頼

らずにやっていけるか、自立できるかという、今、そういった仕事がありまして、

私の中では自動運転、観光、いろいろやっていますが、これは手段であって目的

ではない。いろいろ多くの人が集まれば人が集まってきて、民間の人が知恵を出

し合って、また町を盛り上げてくれる、そういった土台づくりの町を目指してお

りまして、少しずつ見えてきたところもあります。 

 どんどんどんどんいい流れができていますので、この流れをとめることなく行

くことが大事かなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 
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○１番（上坂久則君） きのうですか、参議院の先生言ったけど、やっぱり自分たち

が県も、ニュースしてないというのはちょっと語弊ありますけれども、一番早い

段階で国の事業、あるいは政策というものをいち早く手に入れて、そして真っ先

に自分で絵を描きながらその事業に取り組むと。やっぱり非常に手挙げるのが早

いという、私この辺では河合町長の率先して恐れずに取り組むという姿勢は、私

は大いに評価に値すると思いますよね。 

 だから、普通は県から見て、永平寺さん、どうするのというのが多分そうなん

でしょうけど、そこを反対に自分みずからが手を挙げることによって県を動かし、

またその熱意とか工夫によって国もそれを認めるという、これはすばらしいと思

いますよ。 

 それであと、これいろんなこう見ると、これは行政の仕組みの問題で、いい悪

いじゃないですよ。担当者が変わるんで、継続的に事業の成果が上げにくいんじ

ゃないかという、最近、いろんな行政にかんして本を読んでも書かれているんで

すね。ですから、町の職員で専門家になる部分、特に若い人、３年ぐらいで身に

つかないで人事で動かしたところで、あんまりどうなんかなというのがあります

よね。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） それも僕も肌で感じているところがあります。 

 今、永平寺町、地方創生とかいろいろやっているわけなんですが、実はもう８

割５分、９割はやはりしっかりした行政サービス、そこが大事です。最近、僕も

本当に思うのが、行政サービスも高度化になってきていますし、もう昔と違って

ネット社会ですので、昔はやっぱり東京と地方はちょっと違う時代があった。た

だ、東京都同じスピードが流れています。その中でやはり専門性とか、それとま

た得手、不得手、そういったのもあると思いますので、最初、就任した当時は役

場の職員はオールマイティであるべきだという意見も多々いただきましたが、今

やはり適材適所。営業が好きな人もいれば事務が得意な人もいる、福祉が得意な

人もいれば教育が得意な人もいる。そういった専門性を持っていただくのも大事

かなと思います。 

 ただ一つ、そこの一つのところにずっと、ジャンルは一緒でいいと思うんです

が、一つの課に長くいるというのもまた広がりが見えないときもありますので、

そういったことも含めてこれからできていけばいいなというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 
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○１番（上坂久則君） 職員の能力のアップというのはどうするのかというのは、私

も職員さんと、若い人にたまにこうするのは、今のうちに目いっぱい頑張ってい

たほうがいいよ。おかしいものはおかしい、いいものはいい、あるいは自分で提

言するものは提言するという、やっぱりそれがないと永平寺町ってもたないでし

ょうって。それから、その人かって今３０代にしたって１５年、２０年やればま

さしく中枢を背負う人材になってもらわな困るわけですから。 

 どうなんかね。これ、特に課を、大学出て二十三、四ぐらいだったら別にして、

それからもうちょっとキャリアを積んでやるときに、それぞれの所管のほうで宿

題を、課題を与えて、必ず最後まで責任持って解決しなさいと。解決するために

は同僚とのコミュニケーションもよくないといかん。それから、専門的な知識も

要る。そういった部分で、知識だけではなくて、人づくりの目に見えない部分で

も身につくものが相当あると思いますよね。 

 私も県の、最近じゃないですよ、大分前ですけど各課へ、大学出てこうしたと

きに、最後までその人を、エリートといったら語弊あるか、将来伸びていってほ

しいと期待する職員は、絶対最後まで課題を与えて、いかなる理由があろうが、

絶対自分は逃げない。それから、最後まで自分がやり通すと。そういうことがな

いと中枢にはしませんと言っていました。これは民間でも全部そうですからね。 

 全部全てうまくいくんなら誰も苦労せんわけですから、そういう部分では一体、

すばらしい若い人いっぱいいますから、ですからそういう部分ではどうやったら

力をつけて伸びていって、本当に永平寺町の行政を背負ってくれる人を育てるの

も、みんなここにいる人の責任ですからね。ですから、その辺は改めて人材育成

というのはどうあるべきかを考えてほしいなと思いますね。 

 あんまりこれしつこくやると、人に関することですから、この辺で。 

 また、多分来年の予算は骨格でしょう。町長選挙ですから。その辺どうなんで

すか。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 来年度の当初予算は骨格ということになろうと思います。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） 一応来年度、まだ町長ですから、任期来るまでは。ですから、

それ以上言うといろいろ問題ありますけど、ですから自分は、次期のときに、こ

んなふうな永平寺町をつくりたいという、別に具体的事業名挙げようがそれは、

そのほうがだって町民、安心するんじゃないですか。 



 －73－ 

 ４年間を総括してもらったわけですから、それを踏まえて次期はもっとこんな

ふうにつくりたいという基本的な構想を、きょうは聞きませんから。また１月の

全協でも何か出してもらえればいいなと。 

 じゃ次に、もう４０分過ぎましたから、あと高齢者の福祉政策を問うというこ

とで、ちょうど私も７０になって高齢者の実感ありますから。 

 今のこれどうなんですかね。高齢者の福祉政策の現状を見て、どう判断してい

ますか、課長。これどうなんかな。福祉課もそうやし、住民課もそうやし、それ

ぞれの所管の課長。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 大きな役目を預かっているというふうに思っており

ます。来るべき２０２５年問題は全国的にも、永平寺町にとっても非常に大きな

課題でありますし、そこを乗り切るためには町の政策はもちろん、住民の皆さん

の意識も改めていく必要があると思っておりますので、その点が大きな課題だと

いうふうに認識しております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 今ほどの２０２５年問題、大きなものとしては後

期高齢者医療の非保数の増、そういうものが出てくると思います。 

 それ関しましては、国保の観点からも、また今後の医療費増大抑制のためにも

いろいろ手続等、また周知等を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） それで課長それぞれ、この政策のいいかどうかという考え方、

どこの視点でとるかというときに、あるものではモデルを出すんですね。例えば

１人で男で独居で住んでいる人、女で住んでいる人。そこそこそこには健康な人、

ほぼ生活ができる。それから非常に、入寮はせんでもいいけれども誰かの生活援

助ができないという、これは老老でも一緒ですね。それから、ほな何十世帯せん

でもいいですから、そうするとその辺のことを詳しくお話を聞いて調査をすると、

そうか、この辺が欠けているなとかよくわかりますよ。足らん部分が。その足ら

ん分イコール、それが一人一人の人が不安に感じている点なんですよ。誰かが顔

を見せて、会っていろいろ話聞いたり、何かあったら、永平寺町の福祉課のほう

へ電話くださいねという、たったそれだけでも不安が大体３わりぐらいは飛ぶん
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でしょう。そうかと。 

 ですから、この間のけやき台で高齢者の方で、やっぱりひとりで住んでいる方

もいらっしゃいますし。そのときに包括支援センターから一緒に参加してくれた

職員さん、何かあったら、認知症予防の県からの冊子をみんな配って、名刺まで

配って、心配とか何かあれば即電話くださいねという、あの名刺の配っただけで

もすごい僕は安心感を感じたと思いますよ。 

 だから、私は何も詳しくありませんから、みんなに遠慮せんでもいいんやと。

永平寺町の職員は自分の娘同等、それ以上に親切ですから、困ってから、もう困

り通してどうしようもないというときに相談するのはこれは手おくれですから、

ちょっと心配やなとか、いろんな面で気楽に相談したほうがいいですよという部

分。 

 そうするともっともっと、そうか、福祉政策で机の上の政策ではちょっと届い

てない部分があるなとか、わかりますよ。それは一職員にやれといったって無理

ですから。ですから、みんなでその情報をどうとるかが、とれるか。しかも、さ

っき言った独居だけでも６３０人以上いるんでしょう。その実態の生活実態をど

うやって把握するんやと。多分、老老でいても、今まで家事をしてくれたおばあ

ちゃまが急に入院しちゃって、じゃ、そのご主人、食事どうするのかなとか。そ

うすると、誰がその情報をとるかという部分ですよ。 

 だから、その思いがあって、私、上志比時代の福祉委員やっているときに、福

祉委員制度の女、男という、男性、女性で２人ずつつくりましょうってやってい

たんですね。やっぱり近所にいる人しかわからないんですよ。しかも、それが１

５０世帯とか２００世帯あったら、端から端の情報なんかとれないんです。そう

すると、大きい町内に関しては、今の班みたいなところから男性、女性を１名ず

つ福祉委員をやってもらうと。そのかわり、町かってそんなもん１年に３，００

０円や５，０００円ぐらいの費用を出してって、上げたっていいじゃないですか。

全て無料といったって無理ですよ。これ、県がそういう見守りの活動費を出すと

言ったけれども、来年はといったら、まだなかなか予算に上げられませんって言

ってましたけど。 

 特に今度、社協の場合の国の制度変更で評議員は全部団体の長でしょう。今ま

では理事していても福祉委員代表というのは入れたんですね。評議員会なんてい

うのは議会と一緒ですから、予算決算、それから事業内容もよくわかりますし、

それを各種団体の長。これ以上言うと弊害あるから言いませんけれども、あれは
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悪法やなと。だから、僕は県にも言ったし、県の社協に言っても、いや、これは

国からの変更ですからなんて、それは違うでしょうって。あるいは民間の医療福

祉法人で自分の私分化して自分の都合のいいようにして財産をふやしたりとか弊

害があるからそういうふうに外部理事を入れなさいというだけで、社協なんて何

の問題もないんですね。ですから、あなたたちは何を一体勉強しているんやと。

結局、ぶち壊してもうた。またあれ再構築するというのは大変やと思うね。 

 その情報を誰がとるのかなと。福祉課長、何かいい知恵あります。情報とるた

めの。わかる範囲で結構です。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 現在の施策としましては、生活支援体制整備事業と

いう事業を今展開している最中です。現状では地域包括支援センターにコーディ

ネーターを置いて、地域に入って要望などを取りまとめていくというような状況

です。 

 議員おっしゃるとおり、地域の声を地域で拾うということはこれから大事にな

ってきますし、必要な施策が講じられるものというふうに思っています。 

 地域の声をどう上げるかというのは、やっぱり地域の民生委員さんなり社協さ

んの福祉委員さんの声を拾っていくというのが大事だと思います。やっぱり地域

に入って声を拾っていく、そういう体制は議員おっしゃるとおり取り入れていき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上坂君。 

○１番（上坂久則君） これ参考までに、なかなか個人情報ありますから、福祉マッ

プをそろそろつくったほうがいいのかなと。例えば町内というのか区というのか、

例えば幾ら住んでいても１人でいるのか２人でいるのかわからんし、病気してい

るのか入院しているのかもわからないし、そういう部分ではこの情報というのは

何も個人の情報をつかむためにするんじゃなくて、皆さんが安心するために。名

前は別にしてでも、住宅地図に男、女の記号だけして、男性、女性、それから病

人であれば色づけしてこうやっていけば、当然そんなものは行政持っているんじ

ゃないかと思うんやけどね。そうすれば……、もう３分で終わりますから。 

 ですから、そういう情報を今、コンピュータがあって地図上に落とせるんです

から、そこはやっぱり福祉課と住民課、それぞれの関係する、それから税務課も

当然そうやね。最終的には。情報を共有していきながらやっていくと。ですから、
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紙ベースを渡すことができるかできんかは別にしても、民生委員さんぐらいには、

聞きに来たら今は教えるという程度でしょう。それぞれの担当者のところを。そ

こをやっぱり定期的に１カ月に一遍ずつぐらい来てもらって、そこの情報をよく

つかんでいんでもらって。そうすれば、もっともっと質の高い情報と、それから

地域包括支援センターのすばらしい職員さんいらっしゃるんですから、そういう

人たちもいい汗をかいてもらえると。それによって永平寺町全体の福祉に対する

向上は相当図れると思います。 

 それを期待して、私の質問を終わります。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。 

（午後 １時４９分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時００分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、１７番、多田君の質問を許します。 

 １７番、多田君。 

○１７番（多田憲治君） 今回は、住まいる定住応援事業の改正点と、それから新上

志比支所建物の計画案という形で質問をさせていただきます。 

 さて、人口問題につきましては、どこの市町においても苦慮しておりますが、

人口形態で町の将来が見えるといっても過言ではございません。 

 町が実施しているこの定住応援事業は、さかのぼりますと６年前、私がたしか

一般質問でさせていただきまして、これがそういう事業にのったかと思います。 

 この制度でございますが、ちょうどことしで丸６年がたつわけです。さっきち

ょっと同僚議員とお話をしていたわけでございますが、この制度は１２月いっぱ

いで６年が経過するのか、ちょっとその辺が定かでございませんが、そういった

形で、この補助規定により建設の戸数、また人口増のきょうまでの実績等につき

まして、まずお聞きをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） まず、１１月末現在での事業の利用実績でございま

すけれども、１８０世帯、６３４名の方がご利用いただいております。そのうち

町外からの転入世帯というのは９０世帯、３０５人になっております。助成金額

の合計としまして６，９２７万円という実績でございます。 

 また、定住促進地域での利用実績につきましては、２４世帯、８４名、世帯数
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の割合でいきますと１３．３％という割合になっております。 

 また、その２４世帯のうち２０世帯、６８名の方が上志比地区への転入という

ことで約８割以上を占めているという状況でございます。 

 制度につきましては、来年３月３１日を６年目を向える、制度としては一応改

正するということで時限を切っておりますけれども、２８年度より定住促進地域

のみ同一敷地内で建てかえも対象にするということで制度を一部完成しておりま

すけれども、実績はございません。 

 また、２９年度の利用状況としましては、１１月末現在で３７世帯、１２４名

の方が利用いただいておりまして、定住促進地域での実績は１０世帯、３３名。

これも全て上志比地区ということで、２９年度の助成額につきましては予算額に

対して約９８％の執行という状況でございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 人口増による地方交付税の増額、また固定資産税、それか

ら住民税も入るわけでございますので、この制度は決して私は無駄ではないと思

います。 

 極端に言いますと、６００人、これでふえた場合には、地方交付税が大体１人

１５万としましても約９，０００万のお金が実は地方交付税として入ってくるわ

けでございます。 

 そういう観点から私は、今、課長のほうから、私、１２月かと思いましたら来

年の３月という形でございますので、その辺まだ町もはっきりとしたそういう補

助規定をつくっていないかもわかりませんけど、そういう形でひとつ、また後で

お聞きします。 

 それから、過去のデータの分析から、定住促進地域、極端に言いますと上志比、

志比北以外の松岡地区の増が、これは大変今言うこの補助にかかわらず、大変数

値がふえております。私は次のステップを模索するためにも、やはりこの住民に

アンケート調査をして次のステップを模索するのもいかがなもんかと思うわけで

ございます。 

 この制度でございますが、先ほど課長がおっしゃいましたとおり、これは今の

この河合町政のそういう事業でもありますが、ずっと今後進めていくのか、それ

とももうこれはある程度それだけの実績ができたら、この補助事業の規定をもう

おくのかという形もひとつお聞きしたいと思います。 
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 それから、先ほど言いましたとおり、この定住応援事業の見直し年度はあくま

でもこの間、全協で提示いただきましたけど、正式にこの転入促進を図るための

支援を手厚くするとか、それから新築住宅に対する支援を手厚くすると、こうい

う制度については、今年度、来年度の当初予算からそういうある程度の数値を当

てはめて、今言うのは今後事業の推進を図るということですか、ちょっとその辺

お伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） まず、アンケート調査をしたらどうかということで

すけれども、町民全体のアンケート調査というのは行っておりませんが、この制

度を利用されている方のアンケート調査というのは行っておりまして、それにつ

きましてはこの制度があったというのを知っていて転入されている、転居されて

いるという方は逆に言うと少ない状況。ハウスメーカーさんですか、住宅メーカ

ーの方とお話をする中で、こういう助成制度があるということで利用されている

というような形が多いかと思います。 

 あと、制度につきましては、今年度で３年目を向えるということで、制度を改

編するということで、来年度は形を変えた形で進めていきたいというふうに思っ

ています。これをずっと進めるかどうか、今後どこまで進めるかということにつ

いては、また今後十分検討していきたいと思いますし、先ほど議員おっしゃった

ような来年度に向けての制度内容につきましては、全協でもお示ししましたよう

に促進地域での利用者数というのがやはり全体の１割程度にとどまっているとい

うようなこととか、助成対象者、その事業対象とする人が４５歳以上の場合には

中学生以下の子どもさんがいる場合には対象とするというようなただし書きも設

けておりますけれども、過去３カ年では実績がないといったようなこと。 

 また、２９年度につきましては町外からの転入者が約６割を占めていると。以

前よりも、最近の状況からは非常に多くなっているというような状況ですとか、

新築、中古物件ではやっぱり新築が８割以上を占めているといったようなことか

ら、次期制度の見直しの内容としましては先ほど言いましたように定住促進地域

と促進地域以外という区分はもうそろそろ、３年間を見ますと廃止してもいいの

じゃないかというようなことで、町外から新築による転入世帯に対して増加を図

るという支援を行っていきたいということで、１世帯当たりの助成額の拡大とい

うことを今後検討していきたいなというふうに思っておりますし、子育て世代の

助成というのはこれは続けていきたいと思っております。 
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 金額につきましては、今、予算要求の段階ですので、今後また十分、近隣市町

とかの状況ですとか、関係課と協議しながら検討していきたいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 今、定住促進地域と以外とを区別しない方向に進むと課長

のほうからおっしゃいましたけど、そうするということはこれから新築の場合に

は松岡地区も上志比地区も新築は５０万円を一つの基準として今後考えているの

か。それとも今までは松岡地区につきましては２０万円ですが、何かこの辺の金

額の中間点を押さえるのか、ちょっとその辺もわかっていたら教えていただきた

い。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 今までの上志比地区ですとか志比北地区の学校区内

の定住促進地域、地域外というのは制度をやめる中で、例えばですけれども、さ

らにもっと地区を絞って選定するとか、違った形での推進といいますか、そうい

ったことも検討していきたいと思いますし、金額につきましては今この段階では

幾らというのは申し上げられませんけれども、できればほかの近隣の市町を見た

中で、やはり永平寺町としてできるだけメリットがあるような形がつくれないか

なというふうには考えております。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 従来６年間、こういうふうな形でちょっと差をつけてきた

といいますのは、やはり均衡ある発展のかじ取り施策かと私は思うわけでござい

ます。これはどちらかといいますと、これから松岡地区も上志比地区も同じにな

りますと、やはり同じ家を建てるなら少々土地は高くても松岡地区に行こうかと

いうふうなそういうふうな感じも受けますので、私、ここで右、左、どちらがい

いとかそういう意味じゃありませんが、これは当時、こういう差をつけたという

のは、やはり今の志比北小学校におきましても大変児童数も少ないし、そういっ

た形で、ここで家をすればこんだけの、今５０万の子ども２０万というようなこ

ういうふうな施策ですると私はそう受け取ったわけでございます。 

 それから、私もいつも人に言われますんですけど、永平寺町は保育園も安い、

給食もただ、それからこういう宅地の応援事業についても高額の補助金をすると

いうんですが、それならどこで家をするかというと、地面は勝手にあなたが探し
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なさいというふうな、こういうところがありますので、私は宅地造成地で人を呼

ぶ、人を待つという、そういう施策が私はいいんじゃないかと、このように思う

わけでございます。 

 この辺について、担当課長のほうはどう感じておられるのか、ちょっとお伺い

します。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 従来の宅地造成ということで定住人口を図るという

考え方も当然あるかと思います。 

 ただ、いろいろなおつき合いの中で、大手のハウスメーカーですとかいろんな

方とお話をさせていただく機会がある中で、やはり宅地造成だけで人をふやす、

人口をふやすというのも限界に来ている部分もあると。やっぱりそこに何かしら

違った魅力とかそういったものがないとというようなことも言われております。 

 それにかわるような新たな助成というようなものも、ほかの市町ではやってい

る、ほかの県でもやっている成功した事例もあるというようなことでございます。

それは全て永平寺町に当てはまるかということではないとは思いますけれども、

いろいろな人口をふやすといいますか、定住促進する方法というのはあると思い

ますので、今後やはり永平寺町に、今までの事業の成果を見ながら今後の永平寺

町に合うような形を検討していきたい、模索していきたいなというふうには思っ

ております。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 私、常々、今言う、全協等で申し上げるんですが、この中

部縦貫が完成いたしまして、本当に上志比からこの松岡までは来るまで１０分で

ございます。従来のそういう機能補償道路がないときには本当に皆さん、上志比

の方も７時前に仕事場へ向かうと、こういうふうな事例もありまして、合併の１

第１条件として機能補償道路の第１完成というそういう記憶もございます。 

 先ほど言いましたとおり、この宅地にしましても、決して別にこの上志比地区

が住宅の件から離れるというそういう規定もありません。この間、ちょっと町長

もおっしゃいましたが、当分の間については、今のところ中部縦貫の高速の料金

も払わなくていいというふうな、こういうふうな今の事例もございますので、私

はもう少し高速体系を利用したそういうあれで、この上志比に人口を呼びとめる

ようなそういう施策が私は必要かと思いますので、その辺もひとつよろしくお願

いします。 
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○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、多田議員おっしゃるとおりで、実は永平寺町の人が松岡、

永平寺、上志比にちょっとこだわり過ぎているのかなと思います。おっしゃると

おり、今もう実は１０分で、距離は変わりませんが時間が物すごく変わったとい

うのもあります。 

 今、地域未来投資促進法の中で、特色を持った企業さんが来たときにはご案内

もさせていただいております。 

 定住につきましては、今、政策課長もなかなかすかっと答えられないところが

今あるんですが、これは３年ごとに見直しをかけています。今回、上志比、志比

北地区では敷地内で世帯分離が条件ですけど、それも認めてましてなかなかちょ

っと実績がなかったというのもあります。 

 そういった中で、ダイナミックにやるときにはやる。実績がなかったところは

一回見直す。見直すというのは政策の一部を見直す。そういったことで、永平寺

町らしい、決して、逆に、今から今度は上志比、志比北と今なっていますが、こ

れから志比南地区、また中地区、また松岡の地区、いろいろなところも人口減少

が来る中で、トータルで考えなければいけない部分もあると思います。 

 そういったので、実は何個か、政策課長から今提案を何個かもらっているんで、

それも結構ボリューミーなのがいただいているんですが、またそれは皆さんにお

示ししながら次の３年に向けてやっていこうと思っていますので、また事前に議

会のほうにもお示しすることになると思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 本当に私たち、この上志比地区に住む住民としましては、

本当に小学校の入学式、また体育祭あたりに本当に生徒数、また児童数が年々減

っていくような気がいたしまして、何か食いとめなければというそういう心が先

に出まして、今回このような質問をしたわけでございます。 

 どうかひとつ今後ともこの上志比地区につきまして、本当に上志比は中部縦貫

ができまして、このごろ車の通るのも少ないし、これが交通事故もなくて本当に

これでいいのかなというふうな、自分で考えるときもございます。 

 そういった形で、今後ともひとつよろしくお願いします。 

 次の質問に移らさせていただきます。 

 新上志比支所建物の計画案という形で質問をさせていただきます。 

 合併から１２年、今日の町政について、地区住民も大変関心がありまして、先
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日、私の家にも実は問い合わせがありまして、上志比地区にかかわる全般的なこ

と、特に今、町で計画している支所建設については最も理想の発案もいただきま

したが、支所建設面積については住民はほとんど今言う理解をしていないのが現

状でございます。 

 きょうはその人も聞いていると思いますので、改めてどのぐらい支所の建設面

積を計画しているのか、まずお聞きをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 上志比支所長。 

○上志比支所長（酒井健司君） 支所の面積でございますが、大体１００坪前後を予

定しております。イメージ的には現庁舎の１階面積が２００坪ございますので、

それの約半分ぐらいと思っていただけるとイメージ的にいいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 以前、ちょっと図面を見せていただいたときには、事務所

と、それから会議室が一つですか、ちょっと私その辺記憶にあるんですが、会議

室は一つですか、それとも２つをつくるんですか。ちょっとその辺お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 上志比支所長。 

○上志比支所長（酒井健司君） 会議室は一つでございます。今のところ約２１坪ぐ

らいの多目的な会議室を予定しております。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） これ、私、会議室、支所長のほうから会議室は一つだとい

うふうなお話も聞きました。これは私はちょっと思いますのは、この２月ごろに

なりますと確定申告、また今言う不在者投票がもし選挙で重なった場合に、こう

いう一つの部屋で対応ができるのか。私はその辺がちょっと危惧しておりますが、

その辺、支所長、どう思いますか。 

○議長（齋藤則男君） 上志比支所長。 

○上志比支所長（酒井健司君） スケジュール的にちょっと重なるということは考え

てなかったんですけど、今の新しいところでは、今ある会議室ございますね。期

前やっているところよりはちょっと広くなるので大丈夫だと思います。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 私、確定申告とそういう今の選挙の不在者の事務になりま

すと、かなりその辺の対応が、そこに人がいる。それを今の一つの部屋で対応し

ようと、ちょっと私何か不具合が出てくるんじゃないかと思いますが、一回その

辺、また理事者のほうといろいろと相談をして……。 
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○議長（齋藤則男君） 副町長。 

○副町長（平野信二君） 今の件ですが、支所長が言ったのは２１坪ほどって、会議

室、多目的会議室ということで考えているんですが、その辺につきまして事務が

重なる部分につきましては、当然商工会の公民館に改修している部分とあわせま

して検討しているわけです。 

 ですから、一応建設につきましては当然併用しながら、どういう事務をとって

いくかというので、前後、道を挟んでほん近くにございますので、その辺きちっ

と対応しながら設計に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） これは副町長、選挙事務ですとやはり町の職員が兼ねるん

ですね。そうすると、今言うのは窓口に来た場合に、今の商工会の事務所まで飛

んで行って、そこでやるということはなかなか難しいんです。わかります？ 

 それから、今のこの確定申告になりますと、やはり今言うＯＡ機器がその辺つ

ながっていますので、その辺の絡みもありますと、私はもう少しその辺の支所会

議室、面積はさておいても、その辺の対処というものをやはり考えておかないと、

選挙事務で町の職員が一遍たんび、お客さん来たら、電話で商工会の事務所へ飛

んでいってということはなかなか私は難しいかと思うんですね。 

○議長（齋藤則男君） 副町長。 

○副町長（平野信二君） ただ、これまでも確定申告と期日前投票は重なっていると

思います。例えば２月に行われるのは町長選挙だけですが、その辺は今、現庁舎

でも重なっておりますから、職員はいわゆる申告の時期と期日前は一緒でござい

ますので、その辺は場所がちょっと変わるだけですが、その辺は本当に支障がお

きないかどうか、その辺を含めて考慮していきます。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 私もちょっとその辺、行政はあれですが、やはりその辺に

ひとつ支障のないような設計という形も十分考えていってほしいと思います。 

 それから、次の質問でございますが、取り壊しの予算も近く計上されると思い

ますが、支所建設については住民も大変、先ほど申しましたとおり本当に大変関

心もありまして、地区住民から成る建設委員を発足して、ガラス張りの事業遂行

を考えていないのか。これ私、一度、全協か何かで一回お話ししたことがあった

と思うんですが、その辺はいかがですか。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 
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○町長（河合永充君） 実は振興会の皆さんに数年前からお話を聞いておりました。

今回実は上志比支所から設計の予算というのも上がってきたんですが、もう一度、

建設委員会ではないですが、振興会の皆さんと、町が考えているこの支所の機能、

これを話し合う場を持ってほしいということで、今回は設計の予算は次回に繰り

越し、より住民の声を聞いてほしいということで次回にしましたので、最初から

ずっと、振興会の皆さんが、かわられている方もいらっしゃいますが、やはり振

興会が最初から携わっていただいていましたので、もう一度町の案、また皆さん

の使い勝手のよさ、公民館との兼ね合い、こういったことをお示しして決めてき

て、また予算計上させていただきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 今のケーブルテレビの移譲の話につきましても、やはり事

務局みずから、上志比とか永平寺、松岡、美山地区に出向いて、いろいろとそう

いうお話もしているわけでございます。 

 今、町長おっしゃいましたこの振興会っていいますけど、本当に振興会にしま

しても、各区長さんが各地区でその辺のお話をするかというのは大変私も疑問に

思うわけでございますので、やはり今後、こういう広報紙がありますので、そう

いうものを一つ中に入れて、事業、今の建設委員を考えていないならば、そうい

う記載の記事もして、しておかな。 

 先ほど言いましたとおり、一般住民の人は、何か今、役場建てかえするんだと

いう、支所を建てかえするんだというけど、何か今までどおりの鉄筋の３階建て

か何かそんな思いをしているわけでございますので、その中には私もいろいろと

説明するんですが、そういった声もございましたので、あらためて質問をさせて

いただきました。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、いい提案いただきましたので、まず振興会の皆さんとお

話しさせていただいた後に、また皆さんの声を聞く、そういったのを上志比支所

中心でやらせていただきたいと思いますので、ご理解よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） それから、最も危惧されていることは、上志比地区は従来

の消防の分遣所もなくなりまして、地震、またことしのように頻発する台風、豪

雨災害等の緊急対応が懸念がされます。 

 緊急事態に住民の安心感を得るためにも、週に、今言う職員の当直を考えてい
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ないのか。これも一種の先ほど言いましたこういう建設委員を発足しますとそう

いうふうな意見も出てくるかもわからないんですが、こういった形で当直のこと

をお尋ねをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） ただいまの職員の当直の件でございますが、まず当直に

つきましては来年、上志比支所が移設をした場合、日直は今までどおりで考えて

おります。また、当直についてでございますが、現在、夜間の電話での問い合わ

せ件数でございますが、１カ月に１回程度と聞いております。また、除雪の際の

問い合わせ等につきましては、除雪する場合には職員が上志比支所に待機をいた

しております。 

 それと公民館活動につきましては、公民館の利用件数でございますが１カ月に

２１件ほどございまして、年間約２５０件ほど利用するとのことでございます。 

 しかしながら現在、永平寺町の商工会、旧上志比支所を改修しておりまして、

公民館活動のほうは上志比の地域振興センター、これは仮称でございますが、そ

こで行うこととしておりますので、上志比支所とはちょっと別として考えていた

だきたいと思っております。 

 そうした中で、夜間の電話対応についてでございますが、永平寺支所のほうも

宿直を廃止しましたが、電話につきましては本庁へ転送されまして、これにつき

ましては支障を来していないとのことです。また、消防への連絡もないとのこと

でございます。 

 それで、上志比支所についてでございますが、夜間の問い合わせもほとんどな

いということから、電話の応対につきましては夜間の緊急連絡も含めまして転送

により本庁で対応したいと考えております。 

 また、除雪につきましても職員が待機をすることとしていることと、永平寺支

所のほうも宿直を廃止して支障を来していないということもございまして、上志

比支所での宿直に対しては廃止をしたいと考えております。 

 また、緊急時の対応でございますが、上志比支所のほうは避難施設としており

まして、台風とか大雨、洪水等の警報発令に伴う避難準備情報を発令した場合と、

また地震等の災害が反省した場合、直ちに緊急時の対応を行うこととしており、

職員の配置もすることとしております。 

 こういったことで宿直を廃止しまして、住民の皆様にご迷惑をかけないように

努めてまいりますので、ご理解をいただきたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 地震の場合にはとっさに起きることでございますが、この

ごろ台風とか豪雨とかになりますと、マスコミが大変騒ぐといいますか、情報が

早いわけでございまして、やはりことしの１０月の２１号の台風の大きい風につ

きましても、今までいろいろと台風も遭ってきましたが、ああいう大きい台風の

対応とかになりますと本当に私は不安でなりません。 

 そういった形で、私先ほど申しましたとおり、そういう対応というのは住民は

敏感でございますので、やはりそこに町の職員が常設していれば何かひとつ安心

感があるわけでございますので、今、総務課長おっしゃいましたとおり、やはり

緊急警報が出たら町の職員がその支所へ駆けつけるのでは、ちょっといまいち対

応が遅いかなと、このような考えもしていますので、再度その辺のご回答をひと

つ何かお願いできたらお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） ただいまもちょっと申し上げましたけれども、マスコミ

とかそういう対応につきましては、本庁のほうが本部となりまして対応いたしま

す。 

 それと、永平寺支所も上志比支所も同じでございますけれども、当然そういっ

た状況、台風等いろんな状況入った時点で警報が出るおそれがある場合とかにつ

きましては、その状況判断して職員の配置を考えておりますので、その点はちょ

っとご理解いただきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 避難準備情報とかマスコミが流れる場合は町の判断で流れま

すので、実は流れたときには役場の職員が役場に来まして、支所ですと支所のほ

うに行きまして待機をしています。もちろん避難場所にも職員が、実は放送、皆

さんにお知らせした時点ではもうスタンバイができている状況になってますの

で、緊急時、地震だけはさすがに急に起こりますのでとっさの対応が求められま

すが、台風とか水害については事前にそういうふうな今、対応をとっていますの

で、ご理解よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 多田君。 

○１７番（多田憲治君） 町長はやはりみずから自主防災のそういう免許も取りまし

て、本当に熱心に対応しているので、私本当に心強く思うわけでございます。 
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 こういう私たち上志比の中山間に住んでおりますと、先ほど言いましたとおり、

こういうふうな事故とか災害が本当にこのごろ頻繁に起こっておりますので、や

はり住民の安心・安全のためにもひとつ万全の対応をよろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして私の質問を終わります。 

○議長（齋藤則男君） 次に、４番、朝井君の質問を許します。 

 ４番、朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） ４番、朝井征一郎でございます。 

 きょうは２問、質問をさせていただきます。 

 きょうは、町長初め各課長の皆様におかれましては元気で議会に出席をされて

おられますが、聞くところによると体調を崩されておられる職員の方がたくさん

おられるとお聞きしておりますが、そこで多忙解消、働き方の見直しについてお

話をさせていただき、質問させていただきます。 

 そして、きょうも元気で「おはようございます」と登校する児童を見て、うれ

しく思っております。人生の幸福の根源は心身の健康にある。明るく、楽しく、

健やかな生活にあると言われております。 

 では、本題に入らせていただきます。 

 多忙化解消、働き方の見直しについて。 

 先般の質問で、教育長にお伺いしました学校教育支援員、また部活指導員が配

置しているのをお聞きいたしましたが、教師が忙しくなると子どもも忙しくなる

と思います。よいことだと思うが、たくさん詰め込んでいくと消化不良を起こし、

心が病気になっていく子どもたちがふえていくのではないでしょうか。 

 池田町の問題として、登校がつらい、学校に行くのがつらい、学校を嫌がって

いる生徒があったそうです。県内の小中学校で学力テストトップクラスを長年維

持するための教育、環境の中、教職員は生徒の高校進学のために、土曜日、日曜

日出勤するなど、教育熱心で宿題にも力を入れていた。教員から立て続けに強い

叱責を受けた精神的なストレスが大きな原因ではないか。教師が生徒一人の理解

を深めていけば防げることはできたのではないでしょうか。 

 子どもたちが得意分野で夢や希望を持ち希望に向かって挑戦し、一つ一つ指導

をしっかりと子どもたちに気配り、目配りしながら教育する必要があると思いま

す。 

 本町においてはどのようなのか、お聞きいたします。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 
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○教育長（宮崎義幸君） ちょっと長くなるかもしれないんですが、私の気持ちを聞

き取りいただきたいと思います。 

 池田町のこの事件、本当に本町ともよく似た環境にありますので、早急な対策

が必要ということを強く感じてます。といいますのも、素直で真面目で、言われ

たことをきちっとなし遂げようとする頑張り屋の子どもたち。それから、一人一

人を大切にして少しでもよくしてあげようと努力を惜しまない真面目な先生方。

どちらも一生懸命頑張っている中での事件です。本当に胸が痛くなる思いでいっ

ぱいです。 

 １０月３日の校長会において、これはまだ事件が明るみに出てないときですけ

れども、本町の個に応じた指導に関する現状と課題というふうなことで、ある校

長先生から校長会の席上で提案がありました。こういうことをもう少し永平寺町

で頑張っていこうやないかというふうな話し合いが持たれました。 

 その１つ目は、個に応じた指導とはどういうことかということを話し合いまし

た。先生方はその子のためにと思って一生懸命頑張るんですが、そのやっている

指導が本当にその子のためになっているのか。個に応じた指導とは、教師一人一

人が個別にその子に価値を押しつけるものではなくて、子どもたちの持っている

ものを効果的に引き出していくものでないといけないんじゃないか。決して大き

なお世話になってはいけないんじゃないかということを確認しました。 

 それから２つ目に、得意なことと苦手なことのバランスを考えて指導していか

ないといけないんじゃないか。この場合、宿題と部活動を例に挙がりました。従

来ですと宿題ができていないと大好きな部活動も行けません。宿題が終わるまで

部活動はできません。特に勉強の苦手な生徒は大変です。宿題をさせることも大

切なんですが、それ以上に大好きなことを力いっぱいさせてあげることのほうが

たつなんではないか。そういうことも確認しました。 

 そしてまた、気がかりな子どもに対しても同じように支援員もたくさんついて、

いろんな人が、そしてきめ細かく、人数が少なくなってますから一人一人にやる

んですけれども、その子にとっては、苦手なことばかり、あれもだめ、これもだ

め、そういうことになってはいないか。やっぱり得意なことや本人のやりたいこ

とを思い切りさせながら、褒めて伸ばす指導が大切なんではないか。 

 そして、全ての子どもたちが毎日朝、笑顔で登校できるようにしてあげていく

必要があるんではないか。先生方一人一人の指導法、本当によかれと思って一生

懸命やっているんです。でも、そういうところが本当に今の子どもたちに合って
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いるのか。そういう指導法の見直しと先生方の意識改革、そういうことを各学校

において早急に確認していく必要があるんじゃないか。 

 それから３つ目、これも一番大事なことなんです。保護者との共通理解と連携

です。子どものちょっとした変調も見逃さずに、また学校でいつもと違うことが

あった場合には、あるいは厳しい何か指導があった場合には、速やかに保護者に

連絡して、話し合いをしっかり持って、そして友好的な関係を保ちながら、保護

者とともに見守っていく。そういう姿勢を大切にすることが必要なんじゃないか。 

 この３つの点をしっかりと確認して、今進めているところです。 

 その後、池田町の事件が公表されて、県の研修会等も実施されました。 

 それから、学校でも現職教育などもしっかりとするようになりました。今挙げ

た３つの点もしっかりと含めて、先生方、もう一回子どもたちを見直して、しっ

かりと子どもたちとの心の関係をつなぎ合わせて頑張っていこうじゃないかとい

うようなことで今進めているところです。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） 次に、全教職員が児童一人一人の特性をしっかりと把握し、

寄り添う指導を心がけ、心の教育を大切にするよう、同時に教員の多忙化を解消

し、心の余裕を持たせることを心がけてほしいと思います。 

 教員は生徒の学習活動のおくれや生活態度に目が行きがちになるが、根の底に

ある発達特性を踏まえた生徒理解が必要ではないだろうか。生徒指導は生徒の持

つ潜在的な能力を引き出す働きかけでなければならないと思います。 

 発達障がいの可能性については、知的障がいのない発達障がいの子はたくさん

いるが、学力や特性に合わせた支援がなかなかできていないと思われます。生徒

一人一人に即した学校全体での支援の仕組みが必要であると思われる。 

 特性や発達段階を十分考慮せずに、いたずらに注意や叱責を繰り返すことは児

童生徒を追い詰めることになりかねないか。小中学校教職員の長期労働解消に向

けて、各校で目標の退勤時刻を設定し早目の帰宅を目指す取り組み、業務の効率

化を図るなどの働き、仕事の内容を見直すきっちりづくりをされておられると思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 本当におっしゃるとおりで、先生方、大変だと思います。 

 それで教育委員会としましては、８月２５日に教職員の業務改善のための取り

組みについてという通知を出しまして、全ての教職員に周知徹底し、改善をお願
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いしているところです。その中身につきましては、みんなの協力で月８０時間以

上の超過勤務者ゼロ、学校消灯時間を午後８時とするということを目標にして何

とかやっていこうということです。 

 具体的には、教職員の出退勤時間の管理と改善、中学校の部活動の改善、出張、

会議等の精選、それから町主催の会議や研修会の精選、夏季休業中の学校閉鎖日

の設定、留守番電話の設置などを挙げ、みんなで協力し合って、より働きやすい

環境にしていこうということで今努力しているところです。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） 中学校部活動を、今言われておりましたが土曜日、日曜日

いずれか平日の１日と、それから月曜日を原則として休養日に充てるとか、さら

に週１日、退勤時間を午後６時には全員退勤するとか、早く帰ろうデーを設定し、

全教職員で長時間労働の解消を進める学校もあるとお聞きしておりますが、また

保護者らの学校に対する意見を聞き、改善が必要であれば子どもたちに寄り添っ

た学校運営を反映していってほしい。 

 本町では、これからどのような学校運営を進められるのか、お聞きいたします。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 部活動につきましては、今、議員さんおっしゃられたよう

なことはほとんど本町でもやっているんですけれども、部活動というのは授業じ

ゃないんですけれども学校教育活動の一環としてやると。子どもたちにとっても

生涯にわたって楽しめることでもありますし、生涯の友であるような活動ですの

で重要な柱の一つだと考えています。 

 そこで、どうしても部活動ってなりますと、放課後の活動、それから土日の活

動、これは全部ほとんどが超過勤務の対象になる時間なんです。普通のとおりや

っていても約７０時間ぐらいはそういう時間になってしまうんです。 

 本町の新たな取り組みとして、今、本町以外のところもちょっと注目はしても

らっているんですが、週３日、６時間目の授業から部活動がやれる時間をとって

いこうということで今やっているところです。そして、６時には部活動が終了し

て、６時１５分には下校させる。６時間目の授業がカットされていくわけなんで

すけれども、以前から本町の場合は夏休みに先取りで授業をやっていますので、

その時間を充てていって、６時には子どもたち部活動終了している。今までの部

活動の活動時間とは全く変わらないというふうなことで、今、試行的に２学期か

らやっているところです。来年度からはそういうようにやって、学校教育活動の
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柱であるので、そういう時間を活用して、先生みんなで力いっぱいやれるような

時間を確保していきたいというようなことで今進めているところです。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） それと教育委員会からのいろいろな学校での授業という、町

がお願いする授業というのがあります。 

 ただ、先生のお話を聞きまして、例えば立志式、各学校でやっていますが、ひ

とときは各学校でやって、またみんなでやる立志式あったんですが、そういった

のは学校もいいということで取りやめさせていただいたり、子ども議会、あれも

学校のほうが結構負担になっているということで、じゃ、それならすまいるミー

ティングで学校へお伺いしますということで今そういった形をとらせていただい

たり、また横並びで学校にお願いするという授業が結構あったんですけど、学校

に応じて、じゃ、うちはこういったことをするとか、うちはこういうのをやると

か、そういったふうな形を、教育委員会と学校の理解を得ながら今やっています。 

 これは決して町が学校の教育と地域の教育をおろそかにするのではなしに、こ

ういった現状とかそういったことをあるのを踏まえて取り組ませていただいてい

るところもありますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） ただいまは教育長や町長からお答えをいただきましたが、

次に、本町において職員の長時間労働解消に向けてのお考えをお聞きいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） 今、町の職員、これにつきましても今、働き方改革とい

うことで超過勤務をなるべく少なくするような方向で話をしているところでござ

いまして、今、水曜日がノー残業デーということでしております。それと、午後

８時にはパソコンの電源が切れるような措置で、よっぽどの仕事の、各課仕事い

ろいろありますけれども、なるべく８時までには帰宅するようにということで、

各課、各所属長でそういうことに努めているところでございます。 

 また今後、せんだっての課長会議でもちょっとお話しさせていただきましたけ

れども、いろんな面で残業の手当、超過勤務手当とか、そして土日の出勤とかイ

ベントだとかいろんなことで課題があります。そうしたことで、もう少し時間を

いただいて、職員組合のほうからもそういったご提案がありまして、それにつき

ましても今検討中でございまして、もうしばらくお待ちをいただきたいなと思っ

ております。 
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 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この件につきましても、毎回毎回いろいろな試行錯誤で考え

てきております。 

 今、超過勤務につきましては総務課がやはり効率化ということで一元化になっ

て、昔は各課の課長の判断というのがあったんですが、今、効率化ということで

総務課長となっていました。 

 ただ、やはり全てがそうではなしに、課の課長がある程度判断できるそういっ

た超過勤務の考え方というのも大事かなと思いまして、もう一度それは今、職員

組合さんと一緒にまた話し合いながら、やはりしっかり目が行き届くというのも

大事だと思います。それはやはり所管課の課長がしっかり管理できる、また様子

をうかがえる、そういった体制をつくっていきたいと思いますので、またいろい

ろご提案させていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） 次に、２問目に入らせていただきます。 

 次に、公用車にＡＥＤの積載をということで、ＡＥＤ、自動体外式除細動器を

載せた車が町内を走るということで、町内を巡回する公用車が緊急現場に遭遇し

た際に迅速な救命処理を行えるように、福祉保健課や子育て支援課などの公用車

を使用する職員はＡＥＤを積載し、公用車はＡＥＤを車に持ち込み、積載してい

ることを示すステッカーを車体に張って出発するということをどうかと考えてお

ります。 

 防災士、救命救急体制の強化を進めている本町では、多くの職員が防災士、普

通救命講習を受けられている方が多いと聞いております。ＡＥＤの積載を実施し

てはどうかと思われますが、お聞きいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） ただいまの件につきましてお答えをさせていただきます。 

 先ほど長岡議員からもＡＥＤのことについてご質問ございましたけれども、ま

ず公用車へのＡＥＤ積載でございますが、町では救急車３台にＡＥＤを積載して

おります。それと、消防団車両２台に積載をしているという状況でございます。 

 一般公用車のＡＥＤの積載についてでございますが、県内ではほとんど積載を

していないとのことでございました。積載をしてないまず理由といたしましては、

１点目にＡＥＤの具体的な設置、配置基準というものがございまして、目撃され
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る心肺停止事案で心室細動の検出頻度は不特定多数の人が集まる場所のほうが高

いとの調査報告がありまして、一般的には不特定多数が多く集まる施設等に設置

するのが望ましいとのことでございます。 

 ２点目に、心臓の突然死のリスクでございますが、１０万人のマラソン大会で

０．５件、５万人参加のイベントで１件というぐらいの確率でございまして、本

町ではこれまでＡＥＤの使用実績が一度もございませんが、大きなイベントにつ

きましてはもしものため消防にある貸出用ＡＥＤを準備し、対応している状況で

ございます。 

 それで、一般の公用車、今、軽トラックとトラックを除いて４０台ございます

けれども、この積載については今のところはちょっと考えておりませんが、今後、

県内の実績等も調査してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） 今もお答えいただいているんですが、先ほど同僚議員の長

岡議員からもいろいろ質問されましてお答えいただいておるわけでございます

が、町の小学校、中学校にも設置してあると思いますが、まだ設置されておらな

い学校があれば早急に設置していただきたいと。そして、先ほどもありましたが、

夜間や休日でも使用できるように野外の設置はどうかと。そういった面。それか

ら、公共施設などに導入したらどうかということでございます。 

 町民の命を守る対策をお考えいただきたいと思います。 

 そして、先ほども質問ありましたが、公共施設に何カ所とか、小学校にこれは

先ほどお答えいただきましたので省かせていただきます。 

 そしてまた、一つの案といたしましてえちぜん鉄道の駅にも設置されたらどう

かと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） まず、町内の公共施設につきましては、小中学校、幼児

園、それと公共施設につきまして全部で４３カ所全て設置をしております。 

 また、今ほど申し上げました町としましては先ほどもありましたけれども救急

救命士、これとか防災士。防災士につきましては永平寺町内では２５６人、うち

職員は１０６人おります。それと、救急救命の講習会の受講者ですけれども、今

年度は６０回で２，７００人の人が受講したということでございますけれども、

これまで永平寺町で講習会を受講した人は５，４６８人ということで、小中学生
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を残した以外で約３分の１、３人に１人はこういった受講をしているものと思っ

ております。 

 そうしたことで、町では今、防災士の資格取得と、おおむね３年をめどに消防

署が行う普通救命講習会、こういうふうなものを受講しましてもしものときの対

応できるようなことで体制づくりを行っております。 

 それとえちぜん鉄道につきましては、今後、えちぜん鉄道のほうへまた町のほ

うからこういったご提案をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） どうもありがとうございました。 

 これにて質問を終わらせていただきます。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午後 ２時４９分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時１０分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、１４番、中村君の質問を許します。 

 １４番、中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 今回は、１問目は本町上水道施設の現状と課題はという

ことと、２点目には国体に向けた花いっぱい準備運動はどのように進捗し、万全

かということを質問させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 まず１問目でございますけれども、永平寺町公共施設等総合管理計画から、施

設類型別の中の本町上水道施設の現状と課題はということで、まず基本的なこと

でございますけれども、担当課長に質問いたします。 

 類型別施設の概要で、導水管５，３９２メートルと、また送水管が１万９５７

メートル、また配水管が１６万４，９３１メーターと、総延長で１８万１，２８

０メートルとの報告がございます。この各管の用語の説明、また基本的な役割、

それをひとつご説明願いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原武史君） 水の流れに沿った形でご説明させていただきます。 

 まず、井戸等で水を取水しまして、滅菌処理を行う浄水施設、水を清める施設

にまず水を送ることになります。この取水施設と浄水施設を結ぶ管を導水管とい



 －95－ 

うことで呼んでおります。 

 次に、滅菌処理された水は浄水施設から配水池のほうに送られます。この浄水

施設と配水池を結ぶ管のことを送水管というふうに呼んでおります。 

 最後に、配水池から各家庭に配られることになりますので、この管を配水管と

いうふうに呼んで管理をしております。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 導水管では井戸からくみ上げたそういった水を消毒し、

そういうふうな貯蔵するための導水管ということで、これは要するに各井戸がご

ざいますね。ちょっとイメージしますと井戸がございまして、管内何カ所か、何

十カ所かあろうかと思いますけれども、そういうふうな、後でちょっと質問した

いと思うんですけれども、そういったことでいろいろな役割があるということ。

私、思っていたのは、人間で例えると動脈、静脈が導水管で、ちょっとした手足

へ行くのが送水管で、毛細血管、そういったのが配水管かなというような感じで

捉えていたんですけれども、そういったイメージになって各家庭へ配られるとう

いことでございますね。 

 次に入りたいと思いますが、現状と課題の中で１つ目に、老朽化した水道管を

下水道事業と並行して布設がえを行い、水道の安定した供給に努めている現状と

報告があります。年間にどのぐらいの布設がえ工事がなされているのか。また、

ここに計画の中に基本認識として書かれていますが、本町における平成２９年か

ら３２年の推定年平均投資的費用は、公共施設等整備費が約３．８億円、年、イ

ンフラ整備施設が約４．６億円と年に、合計約８．４億円を年間必要となってく

るというようなことがちょっとうたわてあるんですけれども、こういったことか

ら管内の水道管の施設が行われてから現在までの耐用年数とかで、どのような更

新計画が必要なのか、求められるのか。こういった経費を基本といたしまして、

やはり町民が踏まえていかなければいけないことだと思いますので、質問させて

いただきます。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原武史君） 水道管の老朽管更新事業につきましては、現在のとこ

ろは行っておりません。 

 過去におきまして、水道管の更新費用を抑えるため、旧３町村時代において下

水道管布設工事にあわせて老朽管の更新を行ってきたところでございます。更新

時期は旧３町村によって異なりますが、平成に入ってから平成１２年ごろにかけ
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てが主流でございました。現在使用している配水管の多くがそのころに布設され

たものでございます。 

 水道管の一般的な耐用年数は約４０年と言われておりまして、平成２８年度末

における水道管の老朽化率は６１％というのが現状でございます。 

 有収率が低下しているということもありますし、１０年後あたりから耐用年数

を向える管がふえてくるということになりますので、費用を抑える布設がえ手法

とか、必要な財源確保、更新期間の平準化も踏まえまして、水道事業経営を圧迫

させない更新計画の策定に今後取り組んでいきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 今のご答弁で、今、耐用年数は４０年を向えているとい

うようなことで６１％、１０年後にはそれが圧迫してくるというようなことで差

し迫ってきて、それから完全にしていかなければいけないということでございま

すね。よくわかりました。 

 次の質問でございますけれども、現状と課題の中で２つ目に、今後は施設の更

新と情報管理システムの構築が課題と示されております。 

 本町の上水道施設の配置状況は管内に何カ所あり、またいつごろからの施設か。

また、情報管理システムの構築が課題となっているが、どのような必要性の内容

なのか、これもあわせてご答弁をひとつお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原武史君） 水道管以外の上水道施設の主な配置状況としましては、

現在使用している井戸が１２カ所、浄水施設、浄水場が合わせて６カ所、配水池

が１２カ所でございます。これら施設の設置された時期でございますが、松岡地

区においては昭和５０年代のものが多く、永平寺地区においては昭和６３年から

平成１０年にかけて、上志比地区においては平成に入ってからの設置になってお

ります。 

 なお、これらの施設内のポンプ等機械設備や電気設備につきましては、耐用年

数を考慮しながら、順次、修繕、取りかえを行ってきているところでございます。 

 次に、情報管理システムの構築が課題ということについてでございますが、こ

れは上水道の施設台帳についてでございます。現在の上水道の施設台帳につきま

しては、旧３町村時代に作成したものを持ち寄ったものでございまして、地区に

よっては紙ベースのものしかないというような現状になっております。また、作
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成時期が古いため現場との相違も多く、業務に活用しにくいという問題が起こっ

ております。 

 これまでは経験豊富な担当職員に頼ることで施設台帳の不備を補完し、お客様

からの問い合わせ等へ対応してきたところでございますが、どの職員であっても

問い合わせ等に迅速かつ正確に対応できるようにすることもサービス向上の一環

として必要なことであると考えておりますので、経営状況も勘案しながら水道施

設台帳システムの導入を検討していきたいというふうに考えているところでござ

います。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 情報管理システムというのは、施設でなしに情報、台帳

のそれを一括管理するシステム体制をつくったシステムということでございます

ね。 

 いろいろなシステムをつくるということで、これは水道課の職員たちで立ち上

げるということでございますか。それともどこかへ委託してそういうふうなシス

テムを構築するということでございますか。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原武史君） 基本的には業者等に委託してシステム上で水道台帳等

を構築していきたいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） ありがとうございます。 

 そういったこれから１０年後でございますけれども……、何か、いいですか。

言い漏れたことがあるのかなと思いまして。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、このシステムの構築をしていきたいと思っております。 

 今、紙ベースで、つくり方も各旧２町１村で全然違いますので、システムを統

合することによってより柔軟に問い合わせの方とかの対応ができるようになると

思います。 

 これはまた議会のほうでもご相談させていただきたいと思いますが、このシス

テムができ上がりますと、坂井市とかいろいろな市ではその部分、飲む部分とか

そこは違いますが、そこの部分は民間委託をして、より事務の効率化といいます

か、そういったことも検討の一つに上がっております。ただ、それはこの民間委

託につきましてはもちろん議会の皆様のご理解を得なければできないと思います
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ので、またこのシステムが入り次第提案もさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） こういうシステムには将来を見据えたそういった研究を

していただいて進めていただきたいというふうに思っているということでござい

ます。 

 ４番目でございますけど、これは町長に質問させていただきますけれども、基

本方針の中で永平寺町の地震災害時における応急給水拠点を明確化し、応急普及

期間の目標数量を確保できるよう施設整備を行うとありますが、現在、どのよう

な計画段階でおられるのか。災害に強い永平寺町を構築するために町長のご所見

をひとつよろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、現在、永平寺町管内には応急給水拠点として防火水槽

と兼用ではございますが貯水量６０立方メートルの耐震性貯水槽が４カ所、松岡

２カ所、永平寺２カ所に設置されております。これは永平寺町地域防災計画にお

ける災害時１日１人当たり３リットルの給水確保の目安から判断すると、全町民

の４日分の給水量に相当することから、防災計画で位置づけられている必要量は

確保されていると考えているところでございます。 

 しかしながら、地域性で見ますと上志比地区には設置がございません。災害時

には道路が寸断されることも想定をしなければいけないという中で、災害に強い

まちづくりを目指す本町としましては、広域避難所単位での貯水槽設置の必要性

についても検討し、さらなる災害対策等の充実に努めていきたいと考えておりま

す。 

 上志比地区が今ないということで、先ほど多田議員の質問にもありました支所

が今建設される。実はあそこには防火水槽は入っているんですが、飲み水対応の

これはない。避難所のそばにこれがあるのがいいのか、防災の一つのかなめとな

ることも想定されます上志比支所、あの場所がいいのかというのはこれから検討

していたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） ありがとうございます。 

 今、そういった施設が４カ所ということでございますけれども、私、ちょっと

うろ覚えなんですけれども、御陵小学校の前の西側の構造改善センターの駐車場
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に１基、それから吉野小学校の校舎の入り口に１基、それと消防本部のところ、

支所に１基、もう１カ所は。 

○議会事務局長（川上昇司君） 緑の村。 

○１４番（中村勘太郎君） 緑の村。ありがとうございました。今、局長が答えてい

ただきましたので。ありがとうございます。 

 これから今後、上志比のほうにも１基つくるということで、今、町長おっしゃ

ったように。やはりそういったことは必要だと。上水道を利用した飲料水の確保

ということは必要であると思いますので、あそこはやっぱり防災の拠点、上志比

のところではやはり支所跡、先ほど多田議員のおっしゃったようなそこら辺に拠

点を置くほうがよろしいかなと、私は個人的に思っております。 

 ありがとうございました。 

 では、２問目の質問に入りたいと思います。 

 ２問目は、国体に向けた花いっぱい準備運動は万全かということでございます。

担当課長に質問させていただきます。 

 来年の福井しあわせ元気国体の開催に向けまして、少しでも区民の皆さんと一

緒に参加する気持ちで、私ども上合月当区としましても婦人部、子ども会、青年

部、壮年会、高壮年会と、そういった多くの方々に出席をしていただいて、花い

っぱいおもてなし運動に参加したところでございます。 

 当地区では、オレンジや黄色のマリーゴールドや、白やピンクにベゴニア、紫

や白のぼんぼりがかわいいセンニチコウやコリュウス、４種類の花を育ててまい

りました。なかなかこの間で一番大変なのはやはり水やりだと。ことしは比較的、

そろそろだめやなと思ったときに雨がざっと降ったり、ちょっとそういった管理

が手間が省けたときというんですか、私の私用があってやれなかったときもある

んですけれども、そういった天候で水やりは、１本も枯れたことがなかったと思

います。 

 今も葉っぱは茶色なっているんですけれども、黄色い花というんですか、オレ

ンジはまだ２５鉢のうち８割方がまだ黄色い花を持っているというようなところ

でございます。 

 こういったことで、いろいろ管理的には大変だなというように思いました。実

感しました。当地区の各家々の玄関先を回らせて、各家々がプランター１個から

２個、そういったことで違う花、それぞれ栽培してまいりまして、私、監視とい

うとあれですけれども、どのような状況かなというようなところで花をしながら
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回った感想は、大変喜ばれていたと。楽しみだったというように、これは冗談抜

きに、お世辞抜きに、育てるのは大変で、水やりが大変やのとかそういうような

感じでおっしゃっていて、大変喜んでおったというようなところでございます。 

 また、来年もしっかり頑張ろうかなというふうに思っておりますが、町全体の

花を育てられた方々の、国体推進課のほうで聞かれておられる意見とか感想がご

ざいましたら、来年に向けた花は何に決まったのかというようなところから、ひ

とつご教示をお願いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） それでは、お答えさせていただきます。 

 今年度、花いっぱい運動といたしまして８種類の花を町民皆様の協力をいただ

きまして栽培したところであります。合計２，０００基分のプランター栽培を行

いましたが、このうち現在、本町実行委員会が配布いたしました１，６００基の

プランター栽培に協力いただきました個人、団体の方々には、実際今、アンケー

ト調査を行っているところであります。このアンケート調査をもとにしまして、

皆さんのご意見や感想を取りまとめ、栽培方法などを検証した上で、来年、栽培

していただきます花の種類を４種類ほどに決定したいというふうに思っていると

ころであります。 

 県が支給しましたプランター４００基分、全部で１６の団体の方々に協力いた

だきましたが、こちらのほうのアンケート調査が終わっておりますので、ここで

幾つかその感想、意見等を紹介させていただきたいと思います。 

 まず、プランターに植えかえる作業は、セルトレー内では能率が悪いためポッ

トにした状態で配布してもらいたい。水やりや花が枯れた後の摘み取りが大変だ

った。摘心や切り戻しはしなかったが、それなりに花はたくさん咲いた。９月上

旬の開花を目指し、花の芽を摘んでいたが、本国体のときに見ごろを向える予想

ができた点はよかったと思う。ペチュニアは花がやわらかく、前日開いた花が次

に咲いた花にへばりついて見ばえが悪かった。最後になりますが、花の色がよく、

住民の方から喜んでいただき、大変よかった。福井国体に向け来年も頑張ろうと

思う。 

 以上、このようなご意見や感想があったことを申し上げたいと思います。 

 なお、ちょっと話はそれるかもしれませんが、現在、ある町民の方から参ろー

どの路肩といいますか、その参ろーど沿いに花を植えたいという話がありまして、

私自身、花いっぱい運動が広まってきているなというふうに思い、大変うれしく
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思っているところであります。 

 国体の花いっぱい運動がきっかけとなって、国体が終わった後も町内の至ると

ころでこの花いっぱい運動が展開されることを期待しておりますので、議員さん

にはことし、上合月区のほうでご協力いただきましたが、引き続き協力いただき

ますようお願い申し上げまして、答弁とさせていただきます。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 今説明をいただきまして。 

 いろいろな花がございますけれども、とにかく開会に間に合わすようなタイミ

ングをどのように保つかと、管理するかということが一番大変かなというふうに

思っております。 

 この配られた花で本当に、素直な花と言うとおかしいけど、育てやすい花とい

うふうな感じで。ただ、一番ここで今質問しようと思ったのは、一度ふれセンで

自分のところは１００鉢をお願いして７５鉢で、花の育成が悪かった、苗の育ち

が悪かったということで、あとの２５鉢のマリーゴールドは２０日間以上後にな

ったんですね。やはり区民の皆さんにまた集まってくれと、そういったことがな

かなか周知ができない、またいろいろな日程も合わせられない時期に来ていたこ

ともありまして、自分ひとりであと２５鉢、土入れて、花植えて、水やってと、

あとの２５鉢が全部自分であれしたんだというようになってたんですね。配るの

も大変なんです、あれ。土入れると、水やると重うなりましてなかなか、管理も

一つずつ説明せなあかんのかなと、みんな行きますと大変なことになるんで、こ

れなら自分ひとりでやってしまえと。自分の道のところへ、北側の道ですけれど

も、そこへずっと並べまして育てて。そうしていたところ、それに気がついた周

り、近所の奥さんが水をやってくれていたようにも思っております。 

 そういったことで、苗をつくっていただくところはどこで発注するんか知りま

せんけれども、できるだけ極力、やはり一括で配分というんですか、プランター

と土と苗と配布していただきたい。なかなかそういったところの徹底が難しいか

もしれませんけれども、やはり生き物ですからね。極力そういうふうにできるよ

うにお願いしたいというふうに思ってるんです。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 今年度、先ほど言いました町から１，６００基分、

あと県のほうから４００基と。町のほうはプレ大会、８月の上旬に始まりました。

８月上旬に花が咲くように準備させていただきました。県の支給分につきまして
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は、本国体の実証栽培ということで、９月中旬、１３日から会期前開催始まりま

すけど、本国体に合わせての配分だったものですからちょっと時期が１カ月ずれ

たんですね。花の開花時期が違うと同時に、当然苗の配布も違ったということが

ありますので、来年度は当然県と調整を図りますけれども、同じ日に配布できる

ように極力、努力したいと思います。 

 また、もし時期がずれたとしても、この県と町を日にち変えて同じ団体に分け

ますといったことはしませんので、必ず一度といいますか、１回の配布で終わら

せたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 中村議員が花を本当に愛してくれてうれしいなと思っており

ます。 

 今回、アンケートの回答もありまして、今、実はこの花いっぱい、いろんな方

がうちの地区、うちの地区で植えたいという声が上がってきております。さらに

発展系で、先ほど話があった参ろーども花でいっぱいにして花の名所をつくりた

いという声が出てきておりまして、国体が終わった後もこの花いっぱい運動とい

いますか、花のあるまちというのを目指していけたらいいなと思っております。 

 来年、花の説明会のときに花いっぱいサミットみたいなのを開催しまして、み

んなが交流して、そして花を植えることが。実はこの花を植えるということが一

番簡単というか、やりやすい町政参画の一つだなというふうに実感しておりまし

て、そこからまたいろいろな参画が生まれてくればいいなと思っておりますので、

ぜひ中村議員には先頭に立ってこの花いっぱい運動を応援してほしいなと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 ありがとうございます。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） ありがとうございます。またしっかり頑張りたいと思い

ます。町長も頑張ってください。 

 先ほど課長のほうから、アンケートをお出ししたところで、その結果をまた踏

まえているというようなことがありまして、今このアンケートを私もいただいて、

回答はさせていただいたんですけれども。ここで一番初め、当初、今回、ことし

の運動で取りかかるときに、白いプランターと土についてはまた、シールですか、

後で聞きましたシール張ってくれと。これ、来年も再利用して使わせていただき

たいと、土の管理についてはこうやこうやと、それでいいと思います。 
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 ただ、シール、あれはもう色があせてまいりますんでいかがなもんかなと。あ

れも、もう少し簡単なものでもいいですから何か用意したほうがいいんじゃなか

ろうかと。やはり天候、いつも日に当たってますので想像以上にくたばってると

いうんか、シールが見にくくなっていますんで、そういったことをやったほうが

いいんかなというふうに気がつきましたんで。 

 それと、今町長もおっしゃったように、参ろーど。参ろーどで花を咲かせて参

道を歩くと、これ本当にきれいだなというふうに思ってるんで、これは国体が終

わってからもこういうようなことで、何かこういうような運動をしていったほう

がいいかなと。 

 ありがとうございます。この程度で、この花いっぱいについてはそういったこ

とでひとつ、課長、いろいろな、また情報を得て住民の方に周知していただいて

成功させていただきたいというふうに思ってるんで、よろしくお願いいたします。 

 また、次の質問ですけれども、各競技会場整備、駐車場スペースも含んでです

けれども、交通のアクセスや整備はどのような状況になってるんかということを

簡単にちょっとご説明をしていただきたいと。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） それでは、建設課のほうから道路と駐車場整備について

お答えいたします。 

 昨年度ですけれども、国道３６４号から緑の村に上がるところの隅切りの改良、

それと舗装の打ちかえを行っております。今年度は、永平寺分庁舎と翠荘の間の

吉野１号線という路線ですけれども、そこで白線の引き直しと、あと松岡清水で

今やっておりますが、道路の拡幅と駐車場の整備。 

 これからですけれども、北電体育館前通りの福井市との境、あそこで一部、道

路の拡幅工事を施工いたします。来年度ですけれども、今、清水の駐車場の、今

度舗装をやると。それと、その駐車場から中学校の体育館までの通路の整備とい

うことを計画しております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 学校教育課のほうからお答えいたします。 

 バスケット会場となります松岡中学校体育館におきまして本年度、部室トイレ

等の改修工事と照明灯の改修工事を施工いたしました。部室のトイレの改修工事

につきましては、内装を改修しまして、女子更衣室を一部屋増、トイレの便器数
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の増、多目的トイレを２カ所つくりました。照明につきましては、電球の取りか

えを行いまして、落下防止のワイヤーの取りつけを施工しております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 続きまして、生涯学習課のほうから報告させていた

だきます。 

 バスケットボール、ハンドボール競技の会場となります永平寺緑の村ふれあい

センター、ここにつきましては今年度、ふれあいセンター前駐車場の区画線の整

備、また正面階段の塗装とか修繕等を行いました。また、来年、３０年には、体

育館アリーナ──本体ですね──体育館アリーナ部の床研磨、またトイレやシャ

ワー室の一部改修、多目的ホールの雨漏りに係る修繕措置、また建物地下部の消

防設備等の設置工事、これを計画しております。 

 次に、ソフトボール会場となる松岡総合運動公園、松岡Ｂ＆Ｇ海洋センター、

これについて説明させていただきます。今年度、平成２９年にグラウンドの整備、

また海洋センター建物の耐震補強改修工事を行いました。また、あわせてプール

を解体し、その跡を駐車場として整備しております。また、施設内のバリアフリ

ー、点字ブロックとかそういった施設の整備、それも行いました。来年度には、

グラウンド周辺の防球ネットがありますが、その防球ネット支柱等の塗装、また

海洋センター施設内のトイレやシャワーの一部改修。また、プールの管理棟を残

しました。これにつきましては、地域の防災備品の倉庫とか、また体育施設の備

品の倉庫、そういったことで有効活用するということで、プール管理棟の屋根、

また外壁の塗装工事を計画しております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） 各競技会場の施設及び駐車場等々にいろいろ手を加えら

れて、改修されて済んでおられると、また今後も続けているところもあるという

ことでございますが。 

 ちょっと私心配してましたのは、緑のふれあいセンターのあそこ、バスケット

の会場になっていますね。あそこのバスケットのゴール板、ゴールのあれ何とい

うかな、ネットとかありますわね。長いことしてへんので、もうバスケットのこ

とも忘れてたんですけれども。ゴールへ入れる……何やね？ 

（「バックボード     」と呼ぶ者あり） 
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○１４番（中村勘太郎君） バックボード。それが新しく何か入れなくてはいけない

とかなんとかで、施設の開口部が狭くてあれができないんだというふうな、交換

ができないということでちょっと心配があったようにも聞いておるんですけれど

も、それは解消されたんですか。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 本国体用のゴールといいますかリング、あれにつき

ましては既に２基といいますか、一組分入ってますんで、それを使用します。開

口部というか、それは広げなくて結構です。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） この間の土曜日ですか、少年女子バスケットの子どもの

試合がありましてちょっと見たんですけれども、あれをワンコートで、全面コー

トで使うときのリングが必要だというようなことがちょっと頭の隅にあったもん

ですから、どう対応されるのかなということで確認をさせていただいたところで

ございます。ありがとうございました。 

 それでは、最後の質問に入りたいと思いますが、選手を初め関係者及び観覧者

等、住民に対する会場内の安全対策と、あわせて関係機関（警察、消防、病院）

等々の対策状況について、ご答弁をひとつお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） ことし開催しましたプレ大会におきましては、地震

や火災、そして異臭事故等が発生した場合の緊急時の対応体制につきまして、町

独自の実行委員会といいますか、消防防災マニュアルを作成いたしまして、この

マニュアルに基づきまして、不審者や不審物がないか、また大型看板とか大型テ

ントなどの仮設物に異常がないかなど、競技会係員が会場内を巡回いたしまして

事故防止に努めていたところであります。 

 ソフトボール競技につきましては革製のボールを使用していましたので、観客

にこのボールが当たると大変危険でありますので、ファールボール対策といたし

まして、電子ホイッスル、それと場内アナウンスによる注意喚起を行っていたと

ころであります。 

 なお、プレ大会の前には、福井大学附属病院と消防本部、それと松岡保健セン

ターと合同で医療救護体制の確認について事前に打ち合わせを行っておりまし

て、また大会前には消防本部によります各競技会場の査察を実施したところであ

ります。本国体におきましてもプレ大会と同様に安全対策には万全を期すと同時
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に、各競技会場には必要に応じて医師、そして看護師を適正に配置したいという

ふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 

○１４番（中村勘太郎君） ありがとうございました。 

 今回の、成年女子というんですかね、でソフトボールのいろいろな名選手がご

来場されてというような予定でしたけれども、結局試合がそんなになされなかっ

たと。できなかったんけね、あったんけね？ １試合だけ？ 全部こなして。そ

のときに私思ったのは、ちょうど五松橋の下の河川公園で、川崎やったかな、ど

こかのチームが練習をしていたんですね。女子のソフトボールで。そのときに、

初め堤防の上で見てたんですけれども、私、だんだんだんだん下おりて、結局は

グラウンドまで行って挨拶をしていろいろなことを、永平寺町のアピールをして

いたところですけれども、そのときに、何かあったら病院はそこにありますでね

というようなことも伝えたことがあります。ことしの試合でね、試合前の練習で

そこを使ってたチームかもしれませんけれども。そういったことで、いろいろな

情報をそういったチームが得て、何かあったときに、練習の場合でも、本大会会

場だけでなしに練習会場でもそういった気配りを、準備をなさるといいかなとい

うふうなことで今ちょっとつけ加えておきました。ありがとうございます。 

 何かありましたら。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） プレ大会のとき練習会場というのは準備していたわ

けなんですけど、これ今初めて聞いたんですけど、大変申しわけございません。

河川公園を使ったという情報は入ってないんですね。これはまた確認させていた

だきたいと思います。そのチームが勝手にしたのか、またプレ大会とは違うチー

ムが練習していたのか、そこはちょっと判断しかねますので、この点はまた確認

させていただきたいと思います。 

 あと、また本大会におきましては、公式練習場といいますか、こういった会場

を何カ所か考えておりますので、そちらのほうにチーム担当者というのは配置し

ますので、当然この係員とチームの担当者といいますか代表者がすぐ連絡とれる

体制をとっておりますので、もし万一、何かけが等々ありましたらすぐに対応で

きるようにしたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 中村君。 
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○１４番（中村勘太郎君） ありがとうございました。 

 以上で質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 次に、１３番、奥野君の質問を許します。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ３時  分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時  分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 １３番、奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 通告に従いまして、私は以下の３つの点につきまして質問

をさせていただきます。 

 まず最初でございますが、平成２７年の４月でございますか、２６年度の滞納

徴税２億７，９００万、うち時効完成と思われる税額１億４，１００万を調査さ

れまして１億１，０００万の不納欠損処理をしたという報告があったと思います。

これは金額はこれでよろしいでしたでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） 今議員仰せのとおりの金額でございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） その後、この不納欠損処理につきましては、その発生年度

別に、そのとき資料もいただいてますけれども、それによりますと、平成元年か

らずっと平成２７年まで累積して時効が完成している、あるいはかなり徴収が困

難な債権もその中にまじっていたと思います。 

 これがもし民間企業でございますと、貸借対照表に、例えばサービスとか工事

とか物品を販売しました売り掛け債権あるいはそのかわりとしていただいた受取

手形が借方のほうへ資産として上がってきます。ところが、その資産の中に、仮

に１０億円の資産が半分ほどの価値しかないということになりますと、その反対

側の貸方ですか、こちら側の負債、資本、それから当期利益、こちらが圧縮され

ますとこちらもへこみますから、当然当期利益が黒字であってもそれは実質赤字

ないしは自己資本が毀損して資本不足ということに陥ります。 

 その典型的な例が、今から２０年前、ことしは２０１７年ですから２０年前、

１９９７年ですかね。皆さん覚えてらっしゃると思いますが、三洋証券が１１月
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に破綻しまして、その後、間を置かず山一證券が破綻をしました。山一證券の社

長が「社員は悪くないんです」というふうにテレビカメラの前でおっしゃってま

したが、あれも山一證券は飛ばしというのを、実質のその価値がない債権を関連

会社あるいはそれに持たせていた。というのは、それはお客様から、損を出した、

おまえのところで何とかしろというような形で持たざるを得なかったんだろうと

思いますが、そういうようなこともありました。 

 平成２６年の調査をされて、平成２７年に不納欠損処理をされたということは、

これはやはり真実の地公体の内容を示すものとしては、ぜひやらなければいけな

いことだったというふうに思っています。 

 その後、平成２７年、２８年は不納欠損はどうだったんでしょうか。あるいは

その徴収率はどうだったんでしょうか。お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） 平成２６年度に約１億１，０００万余りの不納欠損を行

いましたので、欠損そのものについては、２７年度中、２９年度中に徴収不能と

思われるのを各約１００万単位くらいずつ欠損を行っているところでございま

す。 

 ２６年度の不納欠損につきましては、いわゆる職務怠慢による結果であるとい

うようなことを深く反省いたしまして、その後につきましては、法に基づく滞納

処分を厳正に行いまして、欠損直後は約１億４，０００万円ございました滞納の

調定額、滞納分の調定額でございますが、平成２９年度当初では９，８００万円

までに縮小してございます。また、平成２８年度の国民健康保険税を除く町税の

徴収率でございますが、福井県下で一番高いものとなってございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 思い切って整理しなければいけないものを整理した後で、

その反省と、それから決意を新たに取り組んでいただきまして、行政としては良

好な結果を出していただきまして、ありがとうございました。 

 今年度に入りまして８月、９月、１１月と債権管理条例制定の説明ないしその

資料をいただいておりますけれども、大きく言いますと、いろんな債権の管理に

つきましていろんな、強制徴収ができる債権、あるいはそれができない債権、あ

るいは私債権というふうに分離をされて、それがいろんな徴収することのその根

拠法令が、規定がいろいろ違うものがあって、それぞれの所管部署、担当課でも

混乱を生ずるような内容というふうな説明をいただきましたが、それを整理しま
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して今般、スケジュールによりますと、来年の４月からぜひ実施したいというこ

とで税務課さんから資料を議会のほうへいただいてますけれども、この債権管理

条例を作成した、永平寺町におけるその必要性とその効果についてお伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） 債権管理条例の必要性でございますが、３点ございます。

１点目といたしましては、各種債権管理の根拠法令、これが非常に複雑であると

いうことへの対応。２点目として、各種債権の所管課の行っている債権管理、回

収に関する手法あるいは熱意にばらつきがあるということ。これへの対応ですね。

３点目といたしまして、債権放棄の困難さへの解消の３点でございます。 

 根拠法令の複雑さにつきましては、町の保有する金銭債権は大きく分けまして、

公法上の原因に基づき発生し強制徴収できる強制徴収公債権、強制徴収できない

非強制徴収公債権、それから司法上の原因に基づいて発生する私債権の３種類に

区分できます。債権の発生原因、債権回収の手続、時効などにつきまして債権ご

とに根拠法令が存在いたしまして、しかもその債権に関する規定が各法令のあち

こちに分散しており、どのような条項が適用され、どのような管理が必要なのか、

そういうことを把握するのが非常に困難な状況となってございます。そのため、

債権に関する規定がどの債権に適用されるか、そういうことを明確にし、しかも

それを一つの条例としてまとめることにより、取り扱う職員の理解を容易にする

ことが求められているところでございます。また、訴訟への対応を迅速に行える

手続等の整備が進んでないというようなこともございます。 

 次に、債権管理回収に関する担当課ごとの管理手法あるいは熱意のばらつきに

ついてでございますが、債権の管理業務というのは、その性格上、債務者に歓迎

されることはない、いわゆる嫌われる仕事であるということが言えると思います。

そのことから、ともすれば担当者は債権の回収業務をちゅうちょしがちになると

いうようなことが考えられます。また、債権所管課によっては、そのことが原因

で滞納処分をしているところ、していないところ、あるいは延滞金を徴収してい

るところ、していないところなど、永平寺町の債権管理にはばらつきがございま

す。 

 ただ、この徴収を怠ることに対して司法は実に厳しい判断を下しており、滞納

処分を怠るという事実に対して住民訴訟が提起され、自治体に対して地方税法違

反であるというような判例も下されているということから、全職員が共通した認

識を持ちまして、債権管理の手法を共有し、法令に基づく債権管理を明確化して
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適切な管理に努める必要がございます。 

 ３点目の債権放棄の困難さの解消についてでございますが、水道使用料などの

私債権は時効期間が経過しても時効が完成するためには時効の援用がなされる必

要がございます。しかしながら、債務者が行方不明などの理由で時効の援用がな

されない場合は、当該債権を永久的に管理し続けるというようなことになります。 

 地方自治法の規定により、条例の定めがないと、議会の議決を得なければなら

ない権利放棄についてこの問題をクリアする必要があるということで、以上の３

点の問題をクリアするためにも本条例の制定をお願いするものでございます。 

 次に、条例制定によります効果についてご説明申し上げます。 

 条例が制定されることによって債権の回収方法や時効等について明確化される

ことにより、どのような管理が必要なのか、どの規定がどの債権に適用されるの

かということが明確となり、担当職員の債権管理業務が効率化されます。また、

条例制定によって、住民全体の財産であります債権回収に向けて全職員が共通認

識を持ち、債権管理の手法を共有し、法令に基づいて確実な回収に努めるという

基本姿勢を明確にすることは、これは実に重要な意義があるものと言えます。 

 債権放棄については、議会の議決を経ずにすることにより、必要のない債権を

延々と管理し続けるという業務の無駄から開放され、事務の効率化につながるこ

とになります。 

 町の債権を効率的かつ効果的に管理するために債権管理条例を制定して、体系

的に債権の管理体制、手法の整備が図られることになろうかと思います。 

 以上、その必要性と効果について、以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） いろいろ効果があるということがわかります。債権はマン

パワーでいろんな仕事をやろうとしましても、福井県も求人倍率が全国第２位で

すか、なかなか採用といいますか、人を集めるのは難しい環境でありますから、

効率化を求めるのは時代の成り行きだと思います。 

 ただ、その中で、従前、債権放棄につきましては議会の議決事項だったと思い

ますが、それがこの管理条例を制定されることによって、首長の専決でできるよ

うになるということについて、議会に対するその透明性といいますか、議会がそ

れについては必要ないし納得できるものであるというようなことについてはどう

いうふうにお示しされるんでしょうか。お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 
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○税務課長（歸山英孝君） 債権の放棄につきましては、公債権につきましては時効

期間が過ぎれば援用を求めずに放棄することができると、徴収権が消滅するとい

うようなことでございますが、私債権については援用が必要であるということ、

それで援用ができない状態になっている債権が多々あろうかと思います。行方不

明あるいは死亡による相続の放棄等、それを効率的に行うために専決事項とさせ

ていただき、放棄を行った場合についてはその件について議会へご説明するとい

うようなことで、これは自治法によって町長の専決事項とすることができるとさ

れておりますので、そこら辺はご理解いただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） もう一つ懸念がございます。といいますのは、延滞あるい

は納付が困難になるという方の中には、非常に生活に困窮してとても払える状態

でないというような方々がいらっしゃると思いますが、そういう方々に対しても

一律に効率化を求めてしゃくし定規な条例の適用をされた場合、生活が非常に困

難になるというような方も中にはあろうかと思いますが、そこら辺の方に対する、

何といいますか、永平寺町の債権管理条例の考え方はどうなのかお伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 税務課長。 

○税務課長（歸山英孝君） 永平寺町債権管理条例の第１９条に、生活困窮者に対す

る指導助言という項目を設けてございます。これまでの滞納整理につきましては、

いわゆる生活困窮者の方につきましては滞納処分の執行を停止し、その状態が３

年続いた場合、欠損で徴収権が消滅というようなことでやってございましたが、

そういう生活に困っている人は数年たつと、やはりまた滞納が繰り返されるとい

うような状態で、根本的な対策をしなければ滞納が繰り返されるというようなこ

とになることから、一歩踏み込みまして、そういう生活困窮で滞納に陥っている

方については、多重債務者であるならば、弁護士につないで多重債務を解消する

とか、あるいは勤労意欲のない方については、福祉事務所等を通じてそういう専

門員がございますので、そういう方たちと図って、いわゆる優良納税者をつくり

上げるというようなことも債権回収の仕事の一つであると位置づけて、今回、１

９条をご提案させていただいたということでございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） １９条の運用につきましては、ぜひ、何といいますか、法

にのっとった上で、やはりその相手方の困窮の度合いに応じた指導助言をぜひお

願いをしたいと思います。 
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 では、１番の債権管理条例の制定とその背景、効果につきましては、これで質

問を終わります。 

 ２番、次の質問でございますが、通学路の安全確保を要望しまして、御陵地区、

特に領家、新領家、南領家の地区でございますが、ここでは平成に入って間もな

く、平成元年か平成２年ごろに南領家の宅地造成が行われました。それからしば

らくしまして新領家にも住宅地が造成されました。住民が町内あるいは町外から

転入されてきました。 

 そこで、そこの児童生徒が小学校、中学校へ通う通学路がちょうど北陸自動車

道の下を、アンダーパスといいますか、下を通っていく通学路でございますけれ

ども、皆さんご存じだと思いますが、これまでアンダーパスの近くで２件の死亡

事故が起きています。幸いながら子どもたちの事故ではありませんが、あそこを

通りますと、亡くなった方のご遺族だと思いますけれども、あのアンダーパスの

部分にお花を生けられて、花が枯れられるとまた花を生けられてというようなこ

とを目にします。そういうふうな危険なルートということは、これまでも地元か

らの要望もありましたし、行政も十分把握されていたと思います。 

 この南回りルートの現状の問題点につきましては、その課題といいますか、行

政はどのように現状認識をされているのかお伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 南ルートといいますか、につきましては、今おっしゃっ

たように、行政としてももう何十年にわたり、水路にふたをできないかというこ

とにつきまして用水の管理者に幾度も幾度も交渉を続けておりますけれども、現

時点でまだご承諾いただいてないという状況でございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 水路の管理者は、行政体が坂井市の熊堂地区というところ

であります。私どももある意味では、隣村でもないですけれども、隣の隣村とい

うような位置関係にありまして、熊堂区の区長さんにも私は３年ほど連続してお

会いをしておりますが、今課長が仰せられのように、なかなかこちらの要望に応

えていただけるような状況ではございません。 

 そういうような中で毎日毎日子どもたちは非常に危険な通学路を通学している

わけでありますが、このたび、今までも冬季の積雪期間、雪が降りますと道のそ

ばに、横に雪がたまった部分のスペースがとられますので、ただでさえ狭い道路

がなお狭くなりましてね、本当に通行している子どもたちのすぐ脇を車が走り抜



 －113－ 

けていくというような状況の中で、御陵小学校では冬季間は北回りルートを採用

していたということがあります。ただし、その北回りルートも歩道、車道の区別

はなく、車道のへりのところを歩いていくわけですけれども、その車道のへりも

雑草といいますか、雑木といいますか、こう覆いかぶさるような状態になってい

まして、また降水量が多いと、ちょうどアンダーパスのところに水たまりができ

るというか、車も通行どめになるんですけれども、そういうようなことが時々起

こるようなところを通学しているというふうな状況でした。 

 そういうふうな中で、今般、御陵小学校育友会の同意を得て、御陵小学校長さ

んのほうから、南回りルートが当面進展する見通しがないのなら北回りルートを

一部改良をしていただいて通れないかと。といいますのは、その車道、歩道の区

別のない車道のへりを歩くのじゃなくして、ちょうどその横に用水路が、１メー

ターちょっとぐらいの幅がありまして、それは車道よりも１メーターほど高くな

っていますので降水量が多い場合も冠水する可能性はなくて、現状は雑木、雑草

が生い茂ってますけれども、それを整理していただいて、そこの用水路のスペー

スに、上がり口、それから出口を安全なように手すり等をつけていただければ、

いつできるかわからない南回りルートの決着を待つよりも北回りルートでお願い

できないかというふうな申し出が、要望があります。 

 これにつきましては行政のほうも要望を受け取り認識されているのだと思いま

すけれども、これの対応の仕方についてはどういうふうにお考えでしょうか。お

伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 今の北回りルートでございますが、現在、既に北のルー

トに変更されております。こちらから働きかけもございましてそのようになった

と認識しております。北回りルートを通るように、もうＰＴＡなり小学校がその

通学路変更の意向が確認された時点で、こちらとしても通りやすいように路肩の

除草を実施したところでございます。 

 ただ、あの北ルートにつきましても、従来のルートよりは２メーターほど幅員

が広いとはいえ、交通量が多く、車は大分スピードも出すという路線でございま

す。先ほどおっしゃったような、車道より高いところの用水路敷を通行したいと

いうような要望が新たに出てきたということでございます。 

 町といたしましても、児童生徒の安全な歩行空間を確保するため、この要望に

お応えするという方針ではございます。そのためには、水路の側壁を利用した転
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落防止の柵の設置ですとか、あと、万が一事故が起きた場合の賠償の問題であり

ますとか、ハード、ソフトともに解決すべき問題がございます。現在、道路管理

者であります坂井市、あとＮＥＸＣＯなどと協議を進めているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この件につきましてはことしもＰＴＡ連合会から要望をいた

だきまして、その場で、ここはなかなかふたが厳しいので、１回学校に確認をし

て北ルート、ここで１回理解を得られないかというのを行政のほうからさせてい

ただきました。坂井市のエリアも通りますので、坂井市の了解をとって草を刈ら

せていただきました。 

 こちらから、やはりそういった安全確保のためお願いした経緯もありますので、

またしっかりと奥野議員のこの提案、建設課長の今答弁したとおり、関係団体も

ありますが、しっかりと交渉しまして対応していきたいと思いますので    

 します。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 今、確かにそういう要望が上がってね、それほど日数置か

ず、日数を置かず、雑草、雑木といいますか、除草、刈り取りはしていただきま

したが、ただ、現状ではあそこは通れるような状況ではないですよね。ふたがま

くれ上がったところも何カ所もありますし、そこへ上がる進入路といいますか、

新領家のほうはまだ雑木が生い茂ったままでございますし、それからフジタさん

といいますか、ナカガワさんの前のほうに行くにはまだ用水路にカバー、ふたが

してない部分もあります。１５メーターか２０メーターぐらいですかね。等々あ

りますから、現状はまだ児童が北回りルートを通っても車道を通るしかない状況

にあります。これから積雪期に入りますと危険のことは余り改善されませんので、

早くあそこを通れるようにしていただけたらというふうに思います。 

 それから、今の季節ですと早く暗くなりますので、もう５時ごろ、もう少しし

ますと４時半ばごろからもう暗くなりますから、そこへ街灯といいますか、つけ

てくださいという要望もあわせて上がっていますので、そこら辺含めて安全に通

行できるように、できましたらスピード感を持ってやっていただけたらというふ

うに思います。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 
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○建設課長（多田和憲君） こちらとしてもなるべく早く対応をさせていただきたい

と思います。まだ、坂井市との協議や用水の管理者との協定、賠償が起きたとき

の協定とかもございますし、その問題がクリアしてからハードのほうの整備にか

かってまいりますので、なかなか、ちょっとことしの冬にはお約束できるもので

はないというふうに認識しております。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 今の通学路の変更につきましては、こちら側のほう

から御陵小学校のほうにご依頼しまして、育友会の皆様にご理解いただきまして

変わったものでございます。 

 今の北側ルートに変わったことによります、さらにの安全確保につきましては

今建設課長が言っていただいたとおりでございますが、もちろんこれは学校教育

課も関連しますので、建設課とともにその交渉に当たる予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 坂井市との関係もあるとのことでございますが、坂井市さ

んにおいても危険な状態を早急に改善することについて反対する理由はないもの

というふうに私は思いますが、どこの行政であっても現場でその危険な状況にあ

れば、それを改善するのに、何ていいますか、半年先とか１年先とかそういうふ

うな対応ではちょっと。事故が起きてからでは遅いと思いますので、できました

らもう一度、永平寺町側がやる意欲満々ならその熱意を坂井市側にも伝えていた

だけたらと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） もちろん熱意は伝えてございます。ただ、一番心配され

ましたのは、やはり事故が起きた場合の賠償ということが非常に。こちらでかぶ

るつもりはしておりますけれども、そこら辺の協定を結んだり、用水管理者とも

協定を、今ふたがめくれ上がってるということは掃除をしてるということですし、

用水管理者のほうと道路管理者である坂井市と、あとＮＥＸＣＯ、ボックスその

ものの管理者とそれぞれ協議が必要ですので、なるべく急いではおりますけれど

も、来年にはと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 細かな点で幾つかね、ちょっと私と理事者側とで認識の差

がある部分がありますが、それは今後埋まっていくものというふうに期待をしま
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して、次の質問に移ります。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 決して奥野議員とは認識の差はないと思っております。 

 情熱を持って最短でやっていきますので。ただ、今言ったその交渉事には、こ

の年度内といいましてもあと４カ月しかございませんので、しっかりと最短でや

っていくということはもう。ということで今頑張っていきますので、よろしくお

願いします。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ただいま町長より心強くお言葉をいただきまして、ありが

とうございます。 

 では、２番の質問を終わりまして、次に３番目の質問に移らせていただきます。 

 その前に、現場認識をしていただくために、これ言葉で言ってもさっぱりわか

らないと思うです。ちょっと現場認識していただくために参考資料を     

         。永平寺町の観光マップではございますが。 

 では、次の質問でございます。 

 ことしの７月に中部縦貫自動車道が大野まで開通しまして、本町は非常に交通

の利便性がよくなりました。その中部縦貫自動車道が北陸自動車道とつながりま

して、町外あるいは県外からも永平寺町へ訪れやすくなったわけでありますけれ

ども、その一方、その地元、足元では大きな負担を強いられている現実がござい

ます。 

 これはなかなかその現場へ行ってみないと何にもわからないのではないかと思

いますが、北陸自動車道ののり面の雑木、雑草は、雪が降らないときは本当にジ

ャングルみたいなもんですわ。そばで田んぼとか畑を耕作されておるわけですけ

れども、そこはもう害虫のすみかというか、あぜの草刈りはしても北陸自動車道

のあのごっついジャングルみたいなところの草刈りはちょっとなかなか農業者で

はできませんので。そこにはスズメバチもいます。蛇もいます。それから毛虫、

チャドクガというああいうごっついやつもありますし、場合によってはヒアリも

今増殖してるんでないかと思えるような現状でございますけれども。 

 そこで、こののり面の雑木、雑草、これを何とかしていただけないかなと。も

ちろんこれ、管理者はＮＥＸＣＯ、中日本高速道路ですか、でございますが、こ

こへ働きかけるには、どういうふうな手順といいますかルートを使って、どうい

うふうにしたらいいのかお伺いします。 
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○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 結論から先に申しますと、地区から直接要望を受けても

動けるということです。 

 ＮＥＸＣＯ中日本に確認したんですけれども、伐採、除草に関しましては、原

則として今庄インターから加賀インターを３スパンに分けて考えまして、各スパ

ン３年に一度の割合での除草になっているということでございますが、地元区長

から要望をいただけましたら、また現地確認の上、隣接の田んぼや側道への悪影

響を防止するために随時の対応も行っているということで、今年度も領家から直

接のご要望があったということで、領家で伐採、除草を実施したということであ

ります。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 領家で伐採、除草をされたというのはどこの区間ですか。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 済みません。ちょっと場所までは確認しておりません。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 今お示ししました写真は、のり面のあるところ。永平寺町

のですよ。北陸自動車道ののり面のあるところは全てそこの写真に入っています。

領家地区において伐採、除草をされているところ、１０年前、２０年前はどうか

知りませんよ。現状において伐採、除草されているところは、１０月、１１月ご

ろではありませんでした。ことし、現在においてもですよ。領家地区の農業者の

方とも半月ほど前に話をしましたが、そんな話は聞いてないし、私も現実、自分

の目では見ていないんですけれども、場所がどこを伐採されたのかお教えいただ

ければ確認をしていきたいと思います。 

 まず行政もちゃんと現地確認をしておっしゃっていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 先週ＮＥＸＣＯに確認しましたら、そのようにしたとい

うことで、どこの箇所だったか、実際の場所は再度確認させていただきたいと思

います。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 北陸自動車道ののり面は東側と西側がありますけれども、

領家地区は、領家の集落、区から北陸道をくぐって坂井市へ抜ける部分がありま
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すけれども、そこは出たところは坂井市側がきれいに除草、伐採して防草シート

が張ってありました。ところがそれの南側、北のほうは張ってありましたよ。南

側は全然何にも手つかずです。それから東側ののり面、要するに領家地区、集落

がある側ですけれども、そこも領家地区から町道の舗装が割れてどうしようもな

いと、直してくれというふうな要望がここ１０年ほど上がっているそうですけれ

ども、それのもう少し先の部分、もう明確に、永平寺町側と坂井市側とでは完全

にこれほど違うものかと思われるような現地の状況です。坂井市側は完全に伐採、

除草して防草シートが張ってあります。一部、この前の台風２１号でまくれ上が

ったところもありますが。そういう現実をきちんと現場確認をしてから、もしお

っしゃっているのであれば、どこの部分がそういうふうに除草、伐採してるとい

うのかお示しをいただきたいというふうに思います。 

 それから、行政じゃなくて当該の地区が地区の要望として中日本へ直接言えば

対応してくれるという今お話でございましたが、それは今まで我々の地区でもい

ろんな意味で要望を出してきたことはありますけれども、じゃ、今のお話のよう

に心強い、頼もしいお言葉がなかったというのが、私も区長やったことあります

けれどもね、そんな甘いもんじゃないのかなというふうに思います。もちろんそ

ういうふうにその後変わったのなら中日本へ要望を出せばいいのかなと思います

が、そこら辺、中日本のどこへ出せばいいのか、またお教えをいただきたい。 

 それから、でき得れば、地区で要望を出せば対応をとれるはずやというのは、

それも一つの答弁の仕方かもしれませんけれども、行政としてはもう少し後押し

といいますか、一緒にサイドに立って進んでいただけるというふうなご答弁ばい

ただければ非常に心強い。やはり我が町民の一人として、そういう行政は頼りに

なりますけれども、ぜひそういうふうな答弁をいただけたら非常に幸いかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 副町長。 

○副町長（平野信二君） 今の件、自動車道の雑草の件ですが、私も以前、２０年ほ

ど前になるんですが、今の福井インターの管理事務所のところへ何回か交渉に行

った経験がございます。もちろん兼定島からの要望ということで行った経験があ

るんですが、やはり地元の要望も一緒に添付をして町としてのお願いということ

で要望書を出して、シートというんですかね、張ってもらったこともありますの

で。 

 その辺、今でも福井インターの管理事務所へ行けば大丈夫だろうと思いますの
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で、建設課長並びに学校教育課あわせて……、学校教育課は今の件関係ないな、

私もできたら一緒に行ってお願いしたいなと思っておりますので、今後ともよろ

しくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ありがとうございます。 

 何といいますか、心強いお言葉ですが、要するに自動車専用道路、高速道のの

り面の雑木、雑草というのは北陸自動車道に限らない。今後、中部縦貫も同じよ

うな、自然現象ですから発生すると思います。もちろん管理主体は、片や国土交

通省ですか、片やＮＥＸＣＯこと中日本高速道路株式会社ですか、管理主体は違

いますけれども、起きてくる事象といいますか現象は全く同じことが起きてくる

と思いますんで、そこら辺、単に御陵地区だけの問題やなくして、上志比地区、

永平寺地区、松岡地区でも同じようなことが１０年後、１５年後起きてくるとい

うことが想定されますのでね、ぜひこれはきちんとしたプロセスといいますかア

プローチの仕方を構築していただきたい、あるいは一緒にさせていただきたいと

いうふうに思いますので、今後ともよろしくご指導をお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午後 ４時３５分 休憩） 

────────────── 

（午後 ４時３５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 

 なお、あす５日は定刻より本会議を開きますので、ご参集のほどをよろしくお

願いします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 



 －120－ 

（午後 ４時３６分 延会） 

 


